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注意

印刷の時点で、 本書の内容が完全で、 正確であることを保証できるよう
最大限の努力を払っていますが、 情報は予告な く変更されることがあり
ます。

保証

Avaya Inc. では、 この製品に対する限定保証を行っています。 限定保証
の詳細については、 販売契約を参照して く ださい。 保証期間中の Avaya
の標準保証の内容および本製品のサポートに関する情報については、 以
下の Web サイ ト を参照して ください。

http://www.avaya.com/support

不正通話の防止

不正通話とは、 許可のない者 （企業の従業員、 代理店、 下請け会社、 お
よび代理人でない者など） による通信システムの無断使用です。 システ
ムの利用にあたっては、 不正通話が行われる危険性があり、 不正通話が
行われた場合には、 通信サービスについて相当額の追加料金が発生する
可能性がある点に注意して ください。

Avaya による不正通話の介入
不正通話が行われている疑いがあり、技術的なサポートが必要な場合は、
テクニカルサービスセンタの不正通話介入ホッ ト ライン 
1-800-643-2353 までご連絡ください （米国またはカナダの場合）。

免責条項

Avaya は、 発行済みの本書に対するその内容の変更、 追加、 削除につい
ては、 それが Avaya が実行したものでない限り責任を負いません。顧客
またはエンドユーザーは、 本書の内容に対して自らが実行した変更、 追
加、 削除の範囲内において、 それらの実行結果に起因または関連する権
利の主張、 訴訟、 要求、 審判を、 Avaya、 Avayaの代理店、 下請け業者、
および従業員に対していっさい行わないことに同意するものとします。 

サポートが必要になった時の連絡先

サポートが必要な場合の各問い合わせ先については、以下の Avaya のサ
ポート  Web サイ ト を参照して く ださい。

http://www.avaya.com/support
サービスが提供されている地域に応じて、 以下のいずれかの手順に従っ
て ください。

• 米国内の場合は、 「Support Tools」 の下にある 「Escalation
Contacts」 をク リ ッ クします。 次に、 必要なサポートの種類
に応じたリンクをクリ ッ クします。

• 米国外の場合は、 「Support Tools」 の下にある 「Escalation
Contacts」 をク リ ックします。次に、「International Services」
をク リ ックすると、 各地域の主要問い合わせ先のリス トが表
示されます。

通信セキュリテ ィの提供

音声、 データ、 ビデオ通信の通信セキュ リテ ィ とは、 あらゆる種類の侵
入、 つまり、 何者かによる企業の通信装置の無断使用や悪意のあるアク
セス、 使用を防止することです。

企業の 「通信装置」 には、 Avaya 製品と、 Avaya 製品を通じてアクセス
できるその他の音声／データ／ビデオ装置（つまり 「ネッ トワーク装置」）
の両方が含まれます。

「部外者」 とは、 企業の従業員、 代理店、下請け企業、 または代理人では
ない者です。 一方 「悪意がある者」 とは、 悪意を持ってまたはいたずら
を目的と して通信装置にアクセスしよう とする者を指しますが、 アクセ
ス許可を受けている者である場合もあります。

そのような侵入は、 次のような理由で、 同期 （時分割多重化および回線
ベース） または非同期 （キャラクタ、 メ ッセージ、またはパケッ トベース）
の装置やインタフェースに対して、 またはそれらを通じて行われます。

• 利用 （アクセスした装置の特別の機能など）
• 窃盗 （知的財産、 資産、 または料金機能へのアクセスなど）
• 盗聴 （人のプライバシーの侵害）
• いたずら （問題を発生するが実害はない、 不正な変更）
• 実害 （有害な変更、 データの損失や変更、 動機や意図は問わ

ない）

システムや、 システムにネッ トワークで接続された装置には、 許可のな
い侵入が行われる危険性があるという点に注意して く ださい。 また、 そ
のよ うな侵入があった場合は、 人／データのプライバシー、 知的財産、
有形資産、 財源、 労働コス ト、 法的コス ト を始めと したさまざまな損害
を企業がこ うむる可能性があることをご了承 く ださい。

企業における通信セキュリテ ィの責任

システムとネッ トワークで接続された装置のセキュ リテ ィを確保するう
えでの最終的な責任は、 Avaya の顧客システム管理者、 ユーザー企業が
契約している通信業者、 およびユーザー企業のマネージャにあります。
個々の義務を遂行するにあたっては、 これまでに蓄積してきた知識およ
び以下を始めと したリソースに基づいて ください。

• 設置用ドキュ メン ト
• システム管理ドキュ メン ト
• セキュ リテ ィ ドキュ メン ト
• ハードウェア／ソフ トウェアベースのセキュリテ ィ ツール
• ユーザー企業と通信業者との共有情報
• 通信セキュリテ ィの専門家

通信装置への侵入を防止するにあたっては、 ユーザー企業とユーザー企
業の通信業者が以下のプログラムと設定を慎重に行う必要があります。

• ユーザー企業の Avaya 製通信システムと通信業者のインタ
フ ェース

• ユーザー企業の Avaya 提供ソフ トウェアアプリケーシ ョ ン
と基底となっている通信業者のハードウェア／ソフ トウェ
アプラ ッ ト フォームおよびインタフェース

• 上記以外で、ユーザー企業の Avaya 製品にネッ トワーク接続
されている各装置

TCP/IP 環境 （設備）

製品が保証性能どおりに機能している場合でも、 ネッ トワークの設定／
設計およびトポロジーによって、 製品の性能、 信頼性、 およびセキュ リ
テ ィが変わって く る場合があります。

標準規格への準拠

Avaya Inc. は、 本装置の無許可の変更、 または Avaya Inc. 指定以外の接
続ケーブルや装置への交換、 接続が原因となったラジオやテレビの干渉
については、 責任を負いません。 このような許可のない変更、 交換、 接
続による干渉は、 ユーザーの責任で解決する必要があります。 ユーザー
には、 Avaya Inc. が明示的に承認していない変更や改良を行う と、 本装
置利用に関するユーザーの権利が取り消される場合があるこ とについ
て、 連邦通信委員会 （FCC） 規則のパート  15 に従った警告がなされて
います。

製品安全規格

本製品は、 該当する以下の国際的な製品安全規格に準拠しています。

Compliance with IEC for Electrical Equipment （IEC 電気機器安全規格適
合性） （IECEE） CB-96A に記載された、 関連するあらゆる各国差分規格
を含む Safety of Information Technology Equipment （IT 機器の安全性）
IEC 60950 第 3 版、 または IEC 60950-1 第 1 版。
Safety of Information Technology Equipment （IT 機器の安全性）、
CAN/CSA-C22.2 No. 60950-00 / UL 60950 第 3 版、 または 
CAN/CSA-C22.2 No. 60950-1-03 / UL 60950-1。
Safety Requirements for Information Technology Equipment（IT 機器の安
全性要件）、 AS/NZS 60950:2000。
適宜、 メキシコ国家規格 NOM 001 SCFI 1993、 NOM SCFI 016 1993、
NOM 019 SCFI 1998 のいずれかまたは 2 つ以上。

電磁両立性 （EMC） 規格
本製品は、 以下の国際的な EMC 規格および関連するすべての各国差分
規格に準拠しています。

Limits and Methods of Measurement of Radio Interference of Information
Technology Equipment （IT 機器の無線干渉に関する制限と測定方法） 、
CISPR 22:1997、 EN55022:1998 および AS/NZS 3548。
Information Technology Equipment （IT 機器） - Immunity Characteristics
（イ ミ ュニテ ィ特性） - Limits and Methods of Measurement （制限と測定
方法）、 CISPR 24:1997 および EN55024:1998。 以下を含む。

• Electrostatic Discharge （静電気放電） （ESD） IEC 61000-4-2
• Radiated Immunity （放射イ ミ ュニテ ィ ） IEC 61000-4-3
• Electrical Fast Transient （電気的ファスト ト ランジェン ト）

IEC 61000-4-4
• Lightning Effects （雷の影響） IEC 61000-4-5
• Conducted Immunity （伝導イ ミ ュニテ ィ ） IEC 61000-4-6

連邦通信委員会による声明

パート  15:
注 ： この装置は、 クラス B のディジタルデバイスの制限に準拠してお
り、FCC 規則のパート  15 に従っていることがテスト され、確認されて
います。この制限は、装置を商業環境で使用したときの有害な干渉から
適切に保護するためのものです。この装置は、無線周波数エネルギーを
発生、使用、 および放射することがあり、 マニュアルに従って設置、使
用されなかった場合は、無線通信に対して有害な干渉を発生することが
あります。この装置を住宅地で使用すると、有害な干渉を引き起こすこ
とがあります。この場合には、使用者は自己負担において適切な対策を
講じるよう要求されます。

http://support.avaya.com/japple/css/japple?PAGE=avaya.css.CSSIndex
http://support.avaya.com/japple/css/japple?PAGE=avaya.css.CSSIndex


パート  68:応答監視信号。
適切な応答監視信号を使用しない方法でこの装置を動作させるこ とは、
パート  68 の規則に違反します。 この装置は、 次の場合に公衆回線網に
応答監視信号を返します。

• 呼を受けた電話機が応答した場合
• 近 く にいた者が応答した場合
• 企業内システムなどの構内装置 （CPE） ユーザーが設置した

録音アナウンスに配信された場合

この装置は、公衆電話交換網に戻されるすべての DID コールで応答監視
信号を返します。 許容され得る例外は次のとおりです。

• 呼に応答しない場合
• ビジートーンを受信した場合
• リオーダートーンを受信した場合

Avaya は、 ユーザーが登録済みの装置からアクセスコードを使用して州
間の交換サービスプロバイダへアクセスできることを保証します。 大口
の通話業者がこの装置に変更を加えてダイヤルコードへのアクセスをブ
ロ ッ クするこ とは、 1990 年の Telephone Operator Consumer Services
Improvement Act （TOCSIA） に違反します。

接続方法

公衆電話網へのこの装置の接続については、 後の表に示します。

カナダ通信省 （DOC） 干渉情報
このクラス B デジタル装置は、 カナダの ICES-003 に準拠しています。
Cet appareil numéique de la classe B est conforme à la norme NMB-003
du Canada. （このクラス B デジタル装置は、 カナダの ICES-003 に準拠
しています。）

この装置は、 カナダ産業省の端末装置に関する技術的な仕様を満たして
います。 これは登録番号によって確認されます。登録番号の前の略語 IC
は、 登録が準拠に関する宣言に基づいて行われたことを表すもので、 カ
ナダ産業省の技術仕様を満たしていることを示しています。 カナダ産業
省がこの装置を承認していることを示すものではありません。

準拠に関する宣言

米国 FCC パート  68 自己適合宣言 （SDoC）
米国所在の Avaya Inc. は、本書に記載されたラベル ID 番号 TIA TSB-168
の装置が FCC 規則 47 CFR パー ト  68 および端末接続管理協議会
（ACTA） が採択した技術基準に準拠していることをここに保証します。
また、本書に記載されたハンドセッ ト付きの Avaya 端末装置は、補聴器
への対応を定義した FCC 規則のパラグラフ  68.316 に準拠しており、補
聴器に対応しているとみなされています。

米国の責任者が署名した SDoC のコピーが必要な場合は、お近 くの担当者
までご連絡ください。 または以下の Web サイ トでもご覧いただけます。

http://www.avaya.com/support
Avaya のすべての メデ ィ アサーバーおよび メデ ィ アゲー ト ウェ イは
FCC パート  68 に準拠していますが、 その多 くは、 SDoC プロセスが利
用可能になる前に登録されたものです。 Avaya の全登録製品を網羅した
リス トについては、 以下の Web サイ ト を参照して く ださい。

http://www.part68.org 
ここで、 製造者に 「Avaya」 を指定して検索して く ださい。

欧州連合の準拠に関する宣言

Avaya Inc. は、 本書に明記された 「CE」 （Conformité Europeéne） マー
ク付きの装置が EMC 指令 （89/336/EEC） および 低電圧指令 （73/23/
EEC） を含む EU 無線機器および電気通信端末機器指令 （1999/5/EC） に
準拠しているこ と を宣言します。 この装置は、 CTR3 基本速度インタ
フ ェース （BRI） と  CTR4 一次群速度インタ フ ェース （PRI） 、 および
CTR12 と  CTR13 におけるそのサブセッ トに準拠することが認証されて
います。

これらの法規制への遵守、 規格への準拠に関する宣言 （DoC） のコピー
については、 お近 くの Avaya オフ ィスまたは、販売担当者までお問い合
わせください。 または、 以下の Web サイ トでもご覧いただけます。

http://www.avaya.com/support

日本

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （VCCI） の基準に
基づ く クラス B 情報技術装置です。 この装置は、 家庭環境で使用するこ
とを目的としていますが、 この装置がラジオやテレビジ ョ ン受信機に近
接して使用されると、 受信障害を引き起こすことがあります。 取扱説明
書に従って正しい取扱いをして く ださい。

本書およびその他のドキュ メン トの発注先 : 
電話 : Avaya 出版センター

電話 1.800.457.1235 または 1.207.866.6701
FAX 1.800.457.1764 または 1.207.626.7269

郵便 : Globalware Solutions
200 Ward Hill Avenue
Haverhill, MA 01835 USA
Attention:Avaya Account Management

電子メール : totalware@gwsmail.com
最新版ドキュ メン トは、下記の Web サイ トからも確認、ダウンロードが
可能です。

http://www.avaya.com/support

http://avaya.com/support
http://www.part68.org/
http://www.avaya.com/support/
http://www.avaya.com/support/
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本書について

概要

本書では、新しい 4610SW IP Telephone の使用方法について説明します。 4610SW は、簡単な操作方法
で最新の電話システムの機能を提供します。 IP （インターネッ トプロ ト コル） 電話機の動作特性は、 電
話機自体ではな く、 中央の電話サーバで指定されます。 アップデート、 新機能の追加は、 電話機に対し

てソフ トウェアのダウンロードによって実現されるため、 人が介入することも、 電話機を交換する必要

もありません。 

本書は、 実際の電話機の使用方法についての 8 つの章から構成されています。 各章の概要については、
「本書の構成」 を参照して ください。 

対象読者

本書は、 4610SW IP Telephone を使用する IP 電話機ユーザーを対象にしています。 システム管理者や
電話技術者向けの技術的なリファレンスガイ ドではありません。

発行日

本書の初版は 2003 年 12 月に発行され、2004 年 7 月にリ リース 2.1 用に改訂されています。また、2005
年 4 月にリ リース 2.2 用に改訂されています。

本書での新しい記載事項

リリース 2.2 では、 2 つの新機能が追加されました。

● 電話機の着信音のカスタマイズを可能にする着信音選択オプシ ョン。

● 利用可能な表示言語にヘブライ語が追加されました。
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本書の使用方法

本書は、 トピッ クを見つけやすいように理論的に構成されています。最初から最後まで読むと、4610SW
IP Telephone の使用方法を細部まで理解することができます。 また、 目次または索引を参照し、 実行す
るタスクや機能に関する情報を探すという使い方もできます。

本書の構成

本書には次の章が含まれています。

第 1 章 ： 4610SW IP 
Telephone について

電話機の前面にある各要素について説明します。 また、 電
話機のナビゲート方法、 アプリケーシ ョン、 機能につい
ても説明します。

第 2 章 ： 4610SW IP 
Telephone の使用

呼の発信、 呼の受信、 短縮ダイヤル、 コールログに記録
された人への通話、 会議通話および転送など、 呼に関連
するすべての情報について記載しています。 また、 セ
キュリテ ィ保持のための電話機からのログオフ、 および
電話機への再ログオンなどの操作情報も含まれています。

第 3 章 ： 短縮ダイヤル
アプリケーシ ョンの使用

頻繁に電話する番号をワンタ ッチでダイヤルできる短縮
ダイヤルボタンの登録、 編集、 および削除の方法につい
て説明します。

第 4 章 ： コールログ
アプリケーシ ョンの
使用

3 種類の各コールログのエン ト リを表示する方法、 短縮ダ
イヤルボタンにログエン ト リを登録する方法、 1 つ以上の
ログエン ト リを削除する方法について説明します。

第 5 章 ： Web アクセス
アプリケーシ ョンの使用

4610SW の Web アクセス機能の使用方法について説明し
ます。

第 6 章 ： 4610SW IP 
Telephone のオプシ ョン

4610SW のオプシ ョンの設定および保守手順について説
明します。 また、 特定の電話機能のト ラブルシューテ ィ
ングについても説明します。

第 7 章 ： ヘッ ドセッ ト と
ハンドセッ ト

4610SW で利用可能なヘッ ドセッ ト とハンドセッ トにつ
いて説明します。

第 8 章 ： 電話機の管理と
ト ラブルシューテ ィング

電話機の動作をテス トする方法や、 エラーや問題が発生
したときの基本的なト ラブルシューテ ィングの手順を説
明します。
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使用する表記規則

本書では、内容を理解する上で役立つ、テキスト、記号、および印刷に関する表記規則を使用しています。

記号に関する表記規則

注：

注 ： この記号は、 その後にトピッ クに関する追加情報があることを示します。

印刷に関する表記規則

本書では、 印刷に関する次の表記規則を使用しています。

関連ドキュメン ト

本書とその他の関連ド キュメ ント は、 URL： http://www.avaya.com/support からオンラインで入手でき
ます。

4610SW IP Telephone の機能およびアプ リケーシ ョ ンのク イ ッ クガイ ド と し ては、 『4610SW IP
Telephone Quick Reference』 （ドキュ メン ト番号 16-300004） を参照して ください。

IP Telephone の設置については、 『4600 Series IP Telephone Installation Guide』 （ドキュ メ ン ト番号
555-233-128） を参照して ください。 

4610SW を机上または壁掛け設置する場合の詳細については、『4610SW IP Telephone Stand Instructions』
（ドキュ メン ト番号 555-233-165） を参照して ください。

文書 下線が付いた文字は、 トピッ クに関する追加情報が含まれている本書
の項または節を示します。 

『文書』、 「項」  かぎかっこ （『』、 「」） で囲まれた斜体の文字は、 外部ドキュメン ト、
または外部ドキュ メン トの特定の章／項への参照を示します。

斜体 斜体の文字は、 ユーザー操作の結果や、 順を追った手順でのシステム
の応答を示します。 

CONFERENCE 手順の本文中に、 太字で表記された単語は、 押す／選択する必要があ
る、 特定の電話機ボタンを表します。 

http://www.avaya.com/support
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LAN （ローカルエリアネッ トワーク） 環境における IP 電話機システムの設置や保守・管理の方法につい
ては、 『4600 Series IP Telephone LAN Administrator Guide』 （ドキュ メン ト番号 555-233-507） を参照
して ください。

標準的な電話機能については、 『The Overview for Avaya Communication Manager』 （ドキュメン ト番号
555-233-767） を参照して ください。 
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第 1 章 ： 4610SW IP Telephone について 

はじめに

この章では、 4610SW IP Telephone のレイアウ トについて概説します。 各機能ボタンと電話機のその他
の特性について説明し、個々の 4610SW アプリケーシ ョンについて簡単に説明し、表示画面の基本的な
ナビゲートの方法を示します。

4610SW IP Telephone

4610SW IP Telephone は、 World Wide Web へのアクセスを提供する、 最新の機能とアプリケーシ ョ ン
を備えた革新的な電話機です。 表示エリアでは、 専用機能ボタンを一度に 6 個まで表示し、 ボタンのラ
ベル付けもできます。 さらに、 6 個の回線／機能ボタン、 4 つのソフ トキーによって、次のようなパワフ
ルな機能にアクセスできます。

● コールサーバーベースの機能

● 短縮ダイヤル

● コールログ

● WML （Wireless Markup Language、 Web 開発プロ ト コル） ブラウザ

この最後の機能については、「第 5 章： Web アクセスアプリケーシ ョンの使用」で説明しています。WML
ブラウザを使用すると、携帯電話や携帯情報端末など、表示画面が小さいデバイス向けの Web サイ トに
アクセスできます。

これらの機能やアプリケーシ ョンに加えて、 4610SW には、 個人の好みの設定に電話機をカスタマイズ
できる豊富なオプシ ョンメニューがあります。 

電話機の表示エリアは、システム管理者により設定された回線／機能ボタンが表示されています。また、

電話機上の次の機能により、 柔軟性に富んだ使いやすさを提供します。

● 4 つのソフ トキー （4610SW アプリケーシ ョンと機能の使用をサポート）

● 14 個の標準 （ラベル付き） ボタン （電話機の操作とコールハンド リング （呼処理） に利用）

● 内蔵の双方向スピーカ  

また、 この電話機に高さ調整用スタンドを取り付けると、 表示位置を最適な位置に調整できます。

次のページに、 4610SW IP Telephone の前面図を記載しています。 電話機の基本的な機能とボタンにそ
れぞれ番号が付けられています。 このガイ ドをオンラインで参照している場合は、 番号をク リ ッ クする

と、 その番号に対応する機能またはボタンの説明を参照できます。 オンラインで参照していない場合、

各番号の説明については、 この図の後にある表 1を参照して ください。 
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 図 1- 4610SW IP Telephone
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表 1 ： 4610SW IP Telephone のボタン／機能の説明

図中の

番号

ボタン／機能の

名前

ボタン／機能

説明

1 ボイスメ ッセージ
ランプ 
( )

点灯している場合は、 ボイスメ ッセージシステムにメ ッ
セージがあることを示します。 このランプは、 呼の着信
時に点滅するように設定することもできます。

2 表示画面 電話機がアイ ドル状態の場合は、 上部エリアに現在の日
付と時刻が表示されます。 電話がかかって く ると、 この
上部エリアに相手の名前／電話番号が表示されます。 表
示画面には 5 つの行が表示されます。 そのうち 3 行は現
在のアプリケーシ ョン用です。 残り  2 行のうち 1 行は現
在のアプリケーシ ョンのソフ トキーラベル用、 画面上部
にあるも う  1 行はヘルプと手順に関するその他のメ ッ
セージ用です。 4 段階のグレーの色調を使用して電話機
／アプリケーシ ョンの状況を示します。

3 回線／機能ボタン 
( )

6 個の回線／機能ボタンは、 コールアピアランス （着信
呼と発信呼の回線） と専用機能の両方を提供します。 

4 ソフ トキー 
( )

番号の [ コール （発信） ]、 現在の操作の [キャンセル ]、
入力したデータの [セーブ （保存） ]、 および短縮ダイヤ
ルラベルの [ トウロク （登録） ] など、 専用機能の操作
のナビゲートまたは開始に使用します。

5 PHONE/EXIT 
( )

電話アプリケーシ ョンのメイン画面を表示します。 また
は、 現在のコールサーバーベースの機能を終了し、 表示
を通常の状態に戻します。

6 OPTIONS 
( )

最初のオプシ ョンのメイン画面を表示します。 ここから
表示とアプリケーシ ョンの設定を編集できます。

7 PAGE RIGHT/
LEFT

( )

表示画面にページインジケータ （ ） が表示され
ているときに押すと、 そのアプリケーシ ョン内の別ペー
ジに移動できます。 ページインジケータが表示されてい
ない場合は、 これらのボタンは無効です。

8 スピーカ  LED 
インジケータ  

スピーカの使用中は、ランプが点灯したままになります。

9 SPEAKER 
( ) 

スピーカ機能にアクセスします。

10 ヘッ ドセッ ト  LED 
インジケータ  

ヘッ ドセッ トが使用中の場合は、 ランプが点灯したまま
になります。

１  の ２
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11 HEADSET 
( )

ヘッ ドセッ トが接続されると、 オーディオコン トロール
がハンドセッ トまたはスピーカからヘッ ドセッ トに変わ
ります。

12 ミ ュート  LED 
インジケータ  

ハンドセッ ト、 ヘッ ドセッ ト、 またはスピーカがミ ュー
ト されると、 ランプが点灯したままになります。

13 MUTE 
( )

使用中のスピーカホン、 ハンドセッ ト、 またはヘッ ド
セッ トマイクロホンをオフにし、 相手に声が聞こえない
ようにします。

14 音量コン トロール 
( )

( )

使用状況に応じて、 ハンドセッ ト、 スピーカ、 ヘッ ド
セッ ト、 または着信音のそれぞれの音量を調整できま
す。 音量を増減すると、 音量を調整している対象部分を
示すアイコンが上部表示エリアに表示されます。 音量レ
ベルを表す視覚的な 「音量メーター」 が表示されます。
キー操作時のクリ ック音の音量もこのボタンでコン ト
ロールします。 ダイヤルパッ ドやソフ トキーなど、 電話
機上の固定ボタンを押すとクリ ッ ク音が発生します。

15 ヘッ ドセッ ト
ジャ ッ ク  

ヘッ ドセッ ト を電話機の裏側に接続するためのポート。

16 HOLD 
( )

呼を保留にするために使用する赤色のボタン。

17 TRANSFER 
( )

別の電話機に呼を転送します。 

18 CONFERENCE 
( ) 

ほかの複数の相手と会議通話を設定します。 

19 DROP 
( ) 

会議通話に参加した最後の相手を会議通話から外しま
す。 または、 会議通話中ではない場合は、 現在の呼を終
了します。

20 REDIAL 
( )

電話機から最後にダイヤルした番号をリダイヤルする
か、 最後にダイヤルした 3 件の番号の一覧を選択用に表
示します。 「第 6 章 ： 4610SW IP Telephone のオプシ ョ
ン」 で説明されている [OPTIONS] ボタンを使用して設
定します。

21 数値 （ダイヤル）
パッ ド  

電話番号をダイヤルするための 12 個のボタンで構成さ
れる標準のボタンパッ ド。

表 1 ： 4610SW IP Telephone のボタン／機能の説明 （続き）

図中の

番号

ボタン／機能の

名前

ボタン／機能

説明

２  の ２
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アプリケーシ ョン画面のナビゲート

4610SW IP Telephone では、 電話機能ボタン、 回線／機能ボタン、 およびソフ トキーを組み合わせて使
用することにより、 自在に電話機を操作したり、 そのアプリケーシ ョ ンを使用したりできます。 この項

を読む際には、 14 ページの 図 1- 「4610SW IP Telephone」 も併せて参照することをお勧めします。

電話機能ボタンは電話アプリケーシ ョ ンで使用されるボタンであり、 電話機前面のダイヤルパッ ドの周

りに表示されます。 各電話ボタンには、 機能を示すアイコンが付いています。 これらのボタンは主に、

転送、 会議、 保留、 リダイヤルなどのコールハンド リング （呼処理） 機能を提供します。 

4610SW では、 さらに下記の 2 つの電話機能ボタンも利用可能です。

● [PHONE/EXIT] （ ） - コールサーバーベースの機能を終了し、電話画面を再表示するために使
用します。

● [OPTIONS] （ ） - 特定の電話機のパラ メータを設定し、 電話／サーバ／接続の状態と ト ラ
ブルシューテ ィ ング用のその他の情報を表示するためのオプシ ョ ン機能にアクセスするために使

用します。 

[PHONE/EXIT] ボ タ ン と  [OPTIONS] ボ タ ンの間にある [PAGE RIGHT] および [PAGE LEFT] ボ タ ン
（ ） も電話ボタンです。 これらのボタンは、 1 つの表示画面から別の表示画面に進む （右矢印） ま
たは戻る （左矢印） 場合に使用します。 これらのページボタンは、 アプリケーシ ョ ン画面に表示される

ページインジケータ （ ） と連動しています。 ページインジケータにより、 画面に複数のページ

があることが表示され、 これらの追加のページを前後に移動することができます。

電話ボタンが示す機能をアクテ ィ ブにするには、 該当するボタンを押します。

回線／機能ボタン （ ） は、 表示エリアの両側にあります。 これらのボタンは、 コールアピアラン

ス （回線） や、 電話アプリケーシ ョ ンの呼に関連するその他の機能 （システム管理者によって設定され

る） を提供し、 コールログやその他のアプリケーシ ョ ンにおける専用機能ボタンと して使います。 たと

えば、 コールログアプリケーシ ョ ンで回線／機能ボタンを押すと、 対応するエン ト リを選択でき、 選択

したエン ト リを利用してさらに操作ができます。 画面にテキス ト を入力すると （短縮ダイヤルボタンの

ラベル付けなど）、い くつかの回線／機能ボタンが、バックスペースやハイフンの挿入などの編集機能も

提供します。 

回線／機能ボタンの機能は、 電話アプリケーシ ョ ンとそれ以外のアプリケーシ ョ ンでは異なります。 電

話アプリケーシ ョ ン （デフォルトの表示画面） から誰かに電話をかけるには、 最初の回線／機能 （コー

ルアピアランス） ボタンを押して相手にダイヤルします。 一方、 コールログアプリケーシ ョ ンでは、 最

初の回線／機能ボタンを押すと、 最初のコールログエン ト リが選択 （ハイライ ト表示） され、 その通話

の詳細が表示されます。
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表 1 で説明した呼に関連するアイコンと機能以外にも、 表 2に示すコールサーバの管理機能に関連付け
られているアイコンと背景表示色が画面に表示されることがあります。 フラ ッシュ、 ウィンク、 フラ ッ

ターなどのい くつかの機能はコールセンターの操作に関連しており、一般オフ ィス環境の 4610SW では
使用しません。

表示エリアのすぐ下には、 4 つのソフ トキー （ ） があります。 これらのソフ トキーを使用すると、

4610SW のその他のアプリケーシ ョ ンにアクセスできます。 アプリケーシ ョンでは、 これらのキーを使
用して、 登録、 保存、 編集、 削除、 キャンセルなどのアプリケーシ ョ ン固有の機能を実行できます。 ソ

フ トキーの上のラベルには、 その画面専用の機能が表示されます。

表 2 ：  4610SW コールサーバで管理される機能のアイコン／背景色

アイコン 説明／条件 機能ボタンを表示する背景色

なし 機能がオン／アクテ ィ ブになっている。 ライ トグレー

なし 機能がオフ／無効になっている。 ライ トグレー

なし 誤動作 （利用不可ボタン押下による点滅）。 これは、 一
時的な状態であり、 初めて発生したときには 「エラー
ビープ音」 が鳴ります。 次に、 この状態はオフ／無効
の状態に変化します。

ライ トグレー

なし アイ ドル。 （コールアピアランス） の回線が使用可能で
あることを示します。

白

着信。 この回線に着信呼が入ってきたことを示します。 白

アクテ ィ ブ。 回線が使用中であることを示します。 ライ トグレー

保留。 この回線で呼が保留であることを示します。 ダークグレー

（ソフ ト ） 保留。 この回線の呼が、 会議または転送のた
めに現在保留状態にあることを示します。

ダークグレー

フラ ッシュ。 コールセンターの操作に使用します。 ライ トグレー

フラ ッ ター。 コールセンターの操作に使用します。 ライ トグレー

ウィンク。 コールセンターの操作に使用します。 ライ トグレー
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4610SW IP Telephone のアプリケーシ ョン
4610SW IP Telephone には 4 つのアプリケーシ ョ ン （電話、 短縮ダイヤル、 コールログ、 Web アクセ
ス） があります。 さらに、 オプシ ョ ンの機能を使用して、 設定の定義、 電話機のカスタマイズ、 特定の

機能のト ラブルシューテ ィ ングを実行できます。 すべてのアプリケーシ ョ ンは表示エリアに表示され、

画面の下に表示されるソフ トキーを使用してアクセスできます。

各アプリケーシ ョ ンの簡単な説明を次に示します。

電話アプリケーシ ョン

電話アプリケーシ ョ ンは、 基本的なアプリケーシ ョ ンです。 このアプリケーシ ョ ンを使用すると、 呼の

発信と受信、会議通話や別の電話機への呼の転送などのコールハンド リング （呼処理） 操作ができます。

電話アプリケーシ ョ ンの使用方法については、 「第 2 章 ： 4610SW IP Telephone の使用」 を参照して く
ださい。

短縮ダイヤルアプリケーシ ョン

短縮ダイヤルアプリケーシ ョ ンを使用すると、 自動ダイヤリングを簡単に行う短縮ダイヤルボタンにア

クセスできます。 

このアプリケーシ ョンを使用して、 以下の操作を実行します。

● 短縮ダイヤルのボタンの設定

● 短縮ダイヤルボタンのラベルの編集

● 短縮ダイヤルボタンからのラベルの削除

短縮ダイヤルボタンのラベルの設定、 編集、 削除方法については、 「第 3 章 ： 短縮ダイヤルアプリケー
シ ョ ンの使用」 を参照して ください。短縮ダイヤルボタンを使用して電話をかける方法については、 「第

2 章 ： 4610SW IP Telephone の使用」 を参照して ください。
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コールログアプリケーシ ョン

コールログアプリケーシ ョンは、それぞれが最大 15 個の発信呼、着信応答呼、 または未応答呼を表示す
る 3 種類のリスト を提供します。 コールログ表示画面から直接電話をかけたり、 短縮ダイヤルボタンに
ログエン ト リ名と電話番号を登録する場合にこのアプリケーシ ョンを使用します。 

ログの表示、 ログエン ト リの削除、短縮ダイヤルボタンへのコールログエン ト リの登録については、 「第

4 章 ： コールログアプリケーシ ョ ンの使用」 を参照して く ださい。 コールログから電話をかける方法に
ついては、 「第 2 章 ： 4610SW IP Telephone の使用」 を参照して ください。

Web アクセスアプリケーシ ョ ン （オプシ ョ ン）

Web アクセスアプリケーシ ョンを使用すると、 ホームページ （および接続先のページ） からのリンクを
通じて Web ページにアクセスできます。 このアプリケーシ ョ ンはオプシ ョ ンであり、システム管理者に
よる専用の設定 ・管理が必要です。 使用可能なホームページリンクに応じて、 企業のイン ト ラネッ トサ

イ トや World Wide Web を参照できます。 

Web アクセス画面とページのナビゲート方法、 および Web ページへのテキス ト入力に関する詳細につ
いては、 「第 5 章 ： Web アクセスアプリケーシ ョンの使用」 を参照して ください。 Web アクセスアプリ
ケーシ ョ ンから電話をかける方法については、 「第 2 章 ： 4610SW IP Telephone の使用」 を参照して く
ださい。

4610SW Telephone のオプシ ョン

表示エリアの右下にある [OPTIONS] （ ） ボタンを使用して、 オプシ ョ ン機能にアクセスしま

す。 オプシ ョ ン機能を使用して、 特定の電話機パラ メータ （表示エリアのコン ト ラス ト、 リダイヤルボ

タンの動作、 保存した情報をバッ クアップまたはリス トアするタイ ミング、 表示言語、 機能ボタンのラ

ベル付けなど） を設定できます。 ト ラブルシューテ ィングや情報参照の目的での、 電話ステータス画面

の表示も可能です。 各オプシ ョ ンの詳細については、 「4610SW IP Telephone のオプシ ョ ン」 を参照し
て ください。
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4610SW の追加機能

配信 （プッシュ） 機能

システム管理者は、 Web ページ、 テキスト メ ッセージ、 音声メ ッセージ、 またはこれらのアイテムを組
み合わせた内容を 4610SW IP Telephone に 「配信 （プッシュ）」 することができます。配信 （プッシュ）
されたマテリアルの設定によっては、電話機が通常表示するものよりも優先することがあります。通常、

コンテンツが配信 （プッシュ） される場合には通知音を伴います。 具体的には、 システム管理者は以下

のことが可能です。

● 電話機のブラウザを使用して、 ディスプレイに現在表示中の内容に関わらず特定の Web ページを
表示させることができます。 また、 同様に Web アプリケーシ ョ ンを使用中にも特定の Web ペー
ジを閲覧させるようにすることもできます。 後者の場合、 Web ページの表示を待つように通知す
るメ ッセージが表示画面の一番上の行に表示されます。

● 表示画面の一番上の行に、テキストのメ ッセージを表示できます。表示画面の一番上の行に通常表

示されているメ ッセージが一時的に消え、 そこに表示されます。

● 通話している場合でも、オーディオメ ッセージを流すことができます。通話中でない場合、電話機

は自動的にオフフ ッ クし、 スピーカオンの状態になります。通話中の場合、通話相手は自動的に保

留状態になり、通話相手には配信 （プッシュ） されたメ ッセージは聞こえません。配信 （プッシュ）

されたメ ッセージの再生が開始した後で、 コールアピアランスの回線 （配信型メ ッセージの着信時

に使用していた回線） を選択したり、 電話をオンフ ッ クに戻したりすると、 再生を停止できます。

ただし、 配信 （プッシュ） さ れた音声メ ッ セージは緊急連絡やその他の重要な情報である場合が

多いので、 必ず聴く こ と をお勧めし ます。 メ ッ セージが終了すると 、 それ以前の通話に戻ること

ができます。

自動取得機能

電話機が適切に設定されている場合 （「バッ クアップ／リス トアオプシ ョ ン」 を参照） は、短縮ダイヤル

のボタンラベル、オプシ ョン設定、その他の個別設定をネッ トワーク上の FTP サーバーにセーブするこ
とができます。リ リース 2.1 以降のソフ トウェアをサポートする 4610SW IP Telephone にログインした
場合は、その電話機が FTP サーバーからユーザーのデータ取得を試みます。それまで使用していた電話
機と今回の電話機が両方とも正し く設定されている場合は、 今回の電話機を過去に使用したことがな く

ても、 ユーザーのデータ と設定が再現 ・表示されます。 この機能についての詳細は、 システム管理者に

お問い合わせください。 

自動取得機能をサポートするように電話機が設定されている場合、 回線／機能ボタンのデータや設定な

どに対する変更が自動的に保存されます。
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第 2 章 ： 4610SW IP Telephone の使用

はじめに

この章では、呼の発信および受信、ボイスメールメ ッセージの再生、および 4610SW IP Telephone から
のログオフの方法について説明します。 電話操作に役立つ電話回線／機能ボタンについてもこの章で説

明します。 

コールアピアランス

電話アプリケーシ ョ ンでは、 コールアピアランスの回線と機能ボタンは半分の幅で表示します。 その場

合、 1 画面に表示できる回線／機能ボタンは多 く なります。 コールアピアランスが幅全体の半分に表示
されている場合は、 コールアピアランスの選択は、 左または右側にある該当する回線／機能ボタンでの

み行います。 コールアピアランス上の呼に関連するメ ッセージは、 画面の 1 行目に表示されます。

電話機の設定状態によっては、 ラベルが空白の回線／機能ボタンがある場合があります。 ラベルが空白
の回線／機能ボタンを押しても、 何の機能も実行されません。

呼の発信

電話をかけるには何通りかの方法があり、 いずれかの方法を使います。

● ハンドセッ ト を持ち上げる。

● 電話機にヘッ ドセッ トが接続されている場合に、 ヘッ ドセッ ト をアクテ ィ ブにする。

● スピーカホンを使用する。

● 短縮ダイヤル、 リダイヤル、 システム短縮ダイヤルなどの自動ダイヤル機能を使用する。 

この章では、 これらの方法をすべて説明します。 

注：

注 ： 電話をかけたときに電話画面を表示するか、 現在利用中の画面表示のままにするかを設

定できます。 詳細については、 「第 6 章 ： 4610SW IP Telephone のオプシ ョ ン」 の 「ア

プリケーシ ョンオプシ ョン」 を参照して ください。
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手動ダイヤリング

ハンドセッ ト を持ち上げるか、 ヘッ ドセッ ト をアクテ ィ ブにするか、 [SPEAKER] ボタンを押すか、 ま
たはハンドセッ ト をオンフ ッ クにして手動でダイヤルします。 

1. ハンドセッ ト を持ち上げるか、ヘッ ドセッ ト をアクテ ィ ブにするか、または、 [SPEAKER] ボタンを
押してダイヤルします。 電話をオンフ ッ クにしてダイヤルすることもできます。 この場合、 最初の

キーパッ ドの数字を押すと、電話は自動的にオフフ ッ クになり、スピーカがアクテ ィ ブになります。 

電話画面が表示中の場合、 コールアピアランスと して使用可能な最初の回線にオフフ ッ ク （ ） ア
イコンが表示され、 背景がグレーになります。 

電話画面が表示中の場合、 上部の行 （ト ップライン） に呼に関連するメ ッセージが表示されます。 

通話時間の表示が指定されている場合は、 表示エリアの上部に通話時間が表示されます。 

注：

注 ： 通話時間の表示はオプシ ョンです。 [OPTIONS] ボタンを使用して設定します。 
詳細については、 「第 6 章 ： 4610SW IP Telephone のオプシ ョン」 を参照して ください。

2. ダイヤルパッ ドを使用して、 電話をかける番号を入力します。

入力した番号がアクテ ィ ブなコールアピアランスの回線に表示され、 4610SW IP Telephone が発呼
します。 

3. ハンドセッ ト を置 くか、ヘッ ドセッ ト をオフにするか、または、 [SPEAKER] ボタンを押して呼を終
了します。

自動ダイヤリング

以下のような自動ダイヤリングがあります。

● 前にかけた番号のリダイヤル

● 短縮ダイヤルボタンに登録されている番号の短縮ダイヤル

● 設定されたシステム短縮ダイヤル機能ボタンを使用した発呼

● コールログに記録されている相手へのダイヤル

● Web アクセスアプリケーシ ョンで表示した Web ページからのダイヤル
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注：

注 ： 4610SW IP Telephone では、 そのままでは 「ダイヤル可能」 ではない電話番号を、 コー

ルログや Web アクセスアプリケーシ ョ ンで受信することがあります。 

たとえば、732-555-1234 という米国の国内の電話番号が着信記録と してコールログにあ
ると します。通常は、 このままの番号でダイヤルしても うま くいきません。 この場合は、

まず必要なボタンを押して外線発信に切り替えるか、 企業の電話ネッ トワークにアクセ

スするか、 その他のコードを追加してから、 ダイヤルする必要があります。 適切に設定

すれば、 「追加の」 番号を 4610SW IP Telephone で自動ダイヤルするこ とができます。
つまり、 1 度の操作で 9-010-1-732-555-1234 （「9」 番で外信発信の場合） と自動ダイヤ
ルできる場合もあります。 この拡張ダイヤル機能の設定については、 社内の電話管理者

にお問い合わせください。

注：

注 ： すべての回線が使用中の場合は、 自動ダイヤリングは機能しません。

リダイヤル

リダイヤルを選択すると、 リダイヤルオプシ ョ ンの設定に応じて、 直前にダイヤルした番号を自動的に

ダイヤルするか、 ダイヤル先を選択できるように最後の 3 件の発信呼の一覧が表示されます。 リダイヤ
ル機能の設定については、 「第 6 章 ： 4610SW IP Telephone のオプシ ョ ン」 を参照して く ださい。 両方
の手順について次に説明します。 電話管理者はリダイヤル機能をオフにしたり、 直前にダイヤルした番

号にのみダイヤルできるように機能制限をかけることができます。 リダイヤル機能がオフになっている

場合に [REDIAL] ボタンを押すと、 エラー音が鳴ります。 リダイヤル機能の対象が直前にダイヤルした
番号のみに制限されている場合は、 「直前に電話をかけた番号へのリダイヤル」 を参照して ください。

直前に電話をかけた番号へのリダイヤル ： 

[REDIAL] （ ） 機能ボタンを押します。

最後にダイヤルした番号に自動的にリダイヤルします。 

最後の 3 件の発信呼の一覧を使用したリダイヤル ： 

1. [REDIAL] （ ） 機能ボタンを押します。

最後にダイヤルした 3 件の番号がリダイヤル画面に表示され、 「ハッシンサキヲ、 センタク （発信先
を選択）」 というプロンプ トが表示画面の上部に表示されます。 

2. リダイヤルする番号を示す回線／機能ボタンを押します。

ダイヤルできる場合は、 電話アプリケーシ ョ ン画面が表示され、 選択した番号が自動的にダイヤル
されます。 

選択した番号をダイヤルできない場合 （コールアピアランスのすべての回線が現在保留になってい
るなど） は、 リダイヤル入力はできません。 この状態でリダイヤルする番号を押すと、 エラービー
プ音が鳴り、 それ以上の処理は行われません。 

3. 通常通り発信します。

この呼についてコールログエン ト リが作成されます。 



4610SW IP Telephone の使用

26 4610SW IP Telephone リ リース 2.2 ユーザーガイド

 

短縮ダイヤルボタンを使用したダイヤリング

すでに登録した番号の自動ダイヤリングは、 よ く使われる自動ダイヤリングの方法です。 短縮ダイヤル

ボタンを設定し、 そのボタンを押して電話をかける相手を選択します。 短縮ダイヤルボタンの設定につ

いては、 「第 3 章 ： 短縮ダイヤルアプリケーシ ョンの使用」 を参照して ください。 4610SW IP Telephone
には、最大で 48 個の短縮ダイヤルエン ト リを登録でき、簡単な手順で使用できる短縮ダイヤルは便利で
効率的な機能です。

1. 表示画面の下部にある [ タンシュク （短縮） ] ソフ トキーを押します。

最初の 6 個の短縮ダイヤルボタンがそれぞれに割り当てられている名前と番号と ともに表示され、
「ハッシンサキヲ、センタク （発信先を選択）」 というプロンプ トが表示エリアの上部に表示されます。

2. 電話をかける相手がディスプレイに表示された場合は、 ステップ 3 に進みます。 電話をかける相手
が表示されていない場合は、 [PAGE RIGHT] （ ） ボタンを押して次ページのエン ト リを表示し

ます。 希望の番号／相手が表示されるまで続けます。 [PAGE LEFT] （ ） ボタンを押して前の

ページのエン ト リを表示することもできます。

3. 電話する相手を示す回線／機能ボタンを押します。 

選択した相手の番号が自動的にダイヤルされます。 

4. ハンドセッ ト を持ち上げるか、 ヘッ ドセッ ト をアクテ ィ ブにするか、 または、 スピーカを使用して
呼を発信します。

5. ハンドセッ ト を置 くか、ヘッ ドセッ ト をオフにするか、 または、 [SPEAKER] （ ） ボタンを押

して呼処理を終了します。

設定された回線／機能ボタンを使用した自動ダイヤリング

システム管理者が回線／機能ボタンに個別の番号をプログラムしていることもあります （システム短縮

ダイヤルと呼びます）。 その場合は、 システム管理者が割り当てたラベルが付いており、 その番号が電話

アプリケーシ ョン画面に表示されます。

電話をかける番号のラベルが表示エリアに表示されている場合は、 適切なボタンを押します。

または

電話をかける相手のラベルが表示されるまで、 表示エリアの下にある [PAGE RIGHT] （ ） また

は [PAGE LEFT] （ ） ボタンを押します。 次に、 相手のボタンを押します。

その番号が自動的にダイヤルされ、 画面上は、 使用中のコールアピアランスのラインがアクテ ィ ブ
になります。 

注：

注 ： 通常、設定された機能ボタンは、 63 ページの 「機能ボタンのラベル付け」 の説明に従い、
必要に応じてラベルを上書き ・変更することができます。



呼の発信

第 2.2 版 2005 年 4 月 27

 

コールログからの発信呼

4610SW IP Telephone には、 自分の電話機への、 あるいは電話機からの発着信の内、 最大で 45 個の発
信呼、着信応答呼、未応答呼のログが保持されています。各ログには最大で 15 個の呼の記録を保持でき
ます。 

1. コールログに記録された相手に電話をかけるには、表示エリアの下部にある [ログ ] ソフ トキーを押
します。

最初の 3 件の未応答呼が名前／番号と ともに表示され、 「シ ョウサイヲ  ミ タイエン ト リヲ、 センタ
ク （詳細を見たいエン ト リを選択）」 というプロンプ トが表示エリアの上部に表示されます。

2. 電話をかける相手が未応答呼のコールログにない場合は、 そのエン ト リがあるコールログに対応す
るソフ トキー （[ハッシン （発信） ] または [オウ トウ （応答） ]） を押します。

選択されたコールログが表示されます。

3. 電話をかける相手が表示された場合は、 ステップ 4 に進みます。 電話をかける相手が表示されてい
ない場合は、 [PAGE RIGHT] （ ） ボタンを押して次ページのエン ト リを表示します。 希望の番

号／相手が表示されるまで続けます。 [PAGE LEFT] （ ） ボタンを押して前のページのエン ト リ

を表示することもできます。

4. 電話する相手を示す回線／機能ボタンを押します。 

関連する呼の詳細画面が表示されます。

5. [ コール （発信） ] を選択します。

電話がオフフ ッ クになり、 選択した相手の番号がダイヤルされます。 「ハッシンジ デンワガメンヲ
ヒ ョウジ ?（発信電話画面 ?）」オプシ ョンを「ハイ（はい）」に設定している場合は（「第 6 章： 4610SW
IP Telephone のオプシ ョン」 で説明）、電話アプリケーシ ョン画面が表示されます。 この呼について
コールログエン ト リが作成されます。 

注：

注 ： 管理者が拡張ダイヤル機能を設定している場合は、 [ コール （発信） ] を選択すると、 [ ミ
オウ トウ （未応答） ] および [オウ トウ （応答） ] のコールログにある電話番号に適切な
番号 （外線発信番号など） が自動的に追加されます。 [ コール （発信） ] を押しても電話
がつながらない場合は、 使用環境にあわせて拡張ダイヤル機能が適切に設定されている

かどうかを電話管理者に確認して く ださい。 

6. 通常通り発信します。

コールログの詳細については、 「第 4 章 ： コールログアプリケーシ ョ ンの使用」 を参照して ください。
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Web アクセスアプリケーシ ョンからの発信呼

4610SW のオプシ ョンの Web アクセスアプリケーシ ョ ンを使用すると、 Web ページの作成者が電話番
号と して指定している Web リンクに自動的にダイヤルすることができます。 Web リンクを使用した電
話は、 リンクを選択するだけで指定の番号がダイヤルされます。

注：

注 ： 管理者が拡張ダイヤル機能を設定している場合は、 発信のためにリンクを選択すると、

電話番号に適切な番号 （外線発信番号など） が自動的に追加されます。 リンクの発信を

選択しても電話がつながらない場合は、 使用環境にあわせて拡張ダイヤル機能が適切に

設定されているかどうかを電話管理者に確認して く ださい。

呼の受信

電話画面がアクテ ィ ブになっているときに呼を受信すると、着信音に合わせてベル （ ） アイコンが表

示され、 （設定によっては） ボイスメ ッセージランプが点滅します。電話画面がアクテ ィ ブになっている

ときは、 着信呼のコールアピアランスラインに呼情報が表示されます。 電話画面がアクテ ィ ブになって

いない場合、 呼情報は画面 1 行目に表示されます。

呼を受信するには、ハンドセッ ト を持ち上げるか、ヘッ ドセッ ト をアクテ ィ ブにするか、 [SPEAKER] ボ
タンを押して話します。

注：

注 ： 電話を受信したときに電話画面を表示するか、 現在の画面表示のままにするかを設定で

きます。 また、 着信音に合わせてボイスメ ッセージランプが点滅するよう設定すること

もできます。 詳細については、 「第 6 章 ： 4610SW IP Telephone のオプシ ョ ン」 の 「ア

プリケーシ ョンオプシ ョン」 を参照して ください。



電話操作機能

第 2.2 版 2005 年 4 月 29

 

電話操作機能

この項で説明する機能は、通話中に使用できます。適宜、電話機にある専用の機能ボタン、または 4610SW
上のソフ トキーで利用できる管理された機能ボタンを使用します。

会議通話

会議機能を使用すると、 システム管理者が設定した人数までの会議ができます。 

会議通話への参加者の追加

1. 最初の相手にダイヤルし、 次に [CONFERENCE] （ ） ボタンを押します。 

回線の表示エリアが、 ダークグレーの背景と白いテキス トの組み合わせに変わります。 通話中の呼
が保留にされ、 ソフ ト保留 （ ） アイコンが表示されて、 発信音が聞こえます。

2. 次の相手の番号をダイヤルし、 応答を待ちます。

3. 応答後、 再度 [CONFERENCE] （ ） ボタンを押して、 新しい相手を会議に追加します。

4. その電話会議に相手を追加するたびにステップ 1 ～ 3 を繰り返します。 

通話中の呼に対する保留呼の追加

1. [CONFERENCE] （ ） ボタンを押します。 

現在の回線のアイコンがソフ ト保留 （ ） アイコンに変わります。 

2. 保留呼の回線／機能ボタンを押します。

3. も う一度 [CONFERENCE] （ ） ボタンを押します。 

これですべての相手が接続された状態になります。 

会議通話に最後に追加した相手の切断

[DROP] （ ） ボタンを押します。 

自分が電話会議に最後に接続した相手が通話から切断されます。
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保留

保留機能を使用すると、 ユーザーが解除するまで呼が保留されます。

呼の保留

[HOLD] （ ） ボタンを押します。

回線の表示エリアが、 白いテキス トにダークグレーの背景に変化し、 保留 （ ） アイコンが表
示されます。

保留呼の解除

保留中の呼の回線／機能ボタンを押すか、 [HOLD] （ ） ボタンを押します。

これで呼がアクテ ィ ブになります。

ミ ュート

通話中に ミ ュート機能を使用すると、 通話相手に自分の声が聞こえな く なります。 通常、 この機能はス

ピーカ機能と併せて使用しますが、 この機能を使用すると、 通話中にいつでもオフラインで会話するこ

とができます。 

通話中の相手に声が聞こえないようにする

1. [MUTE] （ ） ボタンを押します。 

これで相手に声が聞こえな く なります。 [MUTE] ボタンの横のインジケータは、 ミ ュートにすると点
灯します。 

2. 双方向の会話を再開するには、 も う一度 [MUTE] （ ） ボタンを押します。

スピーカ

内蔵の双方向スピーカを使用すると、 ハンドセッ ト を持ち上げずに呼を発信したり呼に応答したりでき

ます。

注：

注 ： スピーカ機能をオフにすることも、 片方向操作に制限することもできます。 説明どおり

にスピーカが動作しない場合は、 システム管理者に連絡し、 電話機のスピーカが正し く

設定されているかどうかを確認して く ださい。
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ハンドセッ ト を持ち上げずに発信または応答、

スピーカホンを任意の機能に利用

1. [SPEAKER] （ ） ボタンを押します。 

スピーカから呼の操作が可能になり、 
最初の使用可能なコールアピアランスの回線がアクテ ィ ブになります。

2. 発信または応答するか、 選択した機能にアクセスします。

3. 必要であれば、 希望の音量レベルに達するまで音量コン トロール （  ） ボタンを押してス

ピーカ音量を調整します。 

音量コン トロールボタンを押すと、 上部の表示エリアに音量レベルが表示されます。

スピーカからハンドセッ トまたはヘッ ドセッ トへの変更

ハンドセッ ト を持ち上げるか、 ヘッ ドセッ ト をアクテ ィ ブにします。 

[SPEAKER] ボタンの横のスピーカインジケータがオフになり、 オーディオコン ト ロールがハン ド
セッ トまたはヘッ ドセッ トへ移行します。

ハンドセッ トまたはヘッ ドセッ トからスピーカへの変更

[SPEAKER] （ ） ボタンを押してから、ハンドセッ ト を置きます （ヘッ ドセッ トは自動的にオ

フになります）。 

[SPEAKER] ボタンの横のインジケータがオンになり、 スピーカが利用可能になります。 

通話中にスピーカをオンにする

[SPEAKER] ( ) ボタンを押します。 

 [SPEAKER] ボタンの横のスピーカインジケータが点灯します。 これでスピーカが機能します。

通話中のスピーカから切り替え

ハンドセッ ト を持ち上げるか、 ヘッ ドセッ ト をアクテ ィ ブにします。

スピーカとそのインジケータランプがオフになり、 ハンドセッ ト／ヘッ ドセッ トから通話や音声の
操作ができます。 

スピーカを使用中の場合の呼の終了

[SPEAKER] ボタンを押します。

スピーカ横のインジケータランプが消え、 呼が終了します。 
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転送

転送機能を使用すると、 自分の電話機から内線または外線番号に呼を転送できます。

別の電話機への呼の送信

1. 呼がアクティ ブなときに（または、保留呼が 1 つだけあり 、アクティ ブな呼がないときに）[TRANSFER]
（ ） ボタンを押します。 

呼が保留になります。 保留 （ ） アイコンが表示され、 次に使用可能な回線がアクテ ィ ブにな
るまでの間、 発信音が聞こえます。

2. 呼の転送先の番号をダイヤルします。

3. 転送相手先に呼の通知を行う必要がない場合は、 [TRANSFER] （ ） ボタンをも う一度押して

からステップ 6 に進みます。 転送相手が応答するのを待ち、 呼の通知を行う場合は、 ステップ 4 に
進みます。

呼はダイヤルした内線または外線番号に転送されます。転送が完了すると、2 秒間その旨のメ ッセー
ジが表示されます。

4. 応答相手に転送呼があることを伝えます。 回線がビジーの場合や、 誰も応答しない場合は、 呼を保
留した回線／機能ボタンを押すと保留呼に戻ることができます。

5. も う一度 [TRANSFER] （ ） ボタンを押します。 

呼はダイヤルした内線または外線番号に転送されます。 転送が完了すると  2 秒間その旨のメ ッセー
ジが表示されます。 

6. ハンドセッ ト を置きます。 

ボイスメールメ ッセージの再生

誰かがボイスメールボッ クスにメ ッセージを残すと、 電話機の上部中央にあるボイスメ ッセージランプ

（ ） が点灯します。 

ご利用のボイスメール再生手順に従ってメ ッセージを再生します。 ボイスメールに関するご質問は、 電

話のシステム管理者にお問い合わせください。
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電話機のログオフ

不在時の無断使用を防止するために 4610SW IP Telephone からログオフします。ログオフすると、個人
的なオプシ ョ ン設定が消去され、 自分のコールログが削除されます。 ログオフしても、 短縮ダイヤルエ

ン ト リは変更されません。 

[オプシ ョ ン ] メニューから直接ログオフすることもできます。 詳細については、 「第 6 章 ： 4610SW IP
Telephone のオプシ ョ ン」 の 「4610SW IP Telephone のログオフ」 を参照して ください。 

注：

注 ： ログオフする前に、 電話がオンフ ッ クであり、 アイ ドル状態にある （使用中のコールア

ピアランスの回線がない） ことを確認します。

1. 電話からログオフするには、 [MUTE] ボタンを押し、 次にダイヤルパッ ドで番号 5 6 4 6 3 3 #
（LOGOFF を表す） を押します。

電話機の登録解除要求がサーバに送信されます。 電話機がログオフの状態になり、 「Ext. =」 と表示
されます。 

ログオフ後の電話機の復元

1. ダイヤルパッ ドを使用して内線番号を入力し、 次にシャープキー （#） を押します。

パスワードの入力を求めるプロンプ トが表示されます。 

2. ダイヤルパッ ドを使用してパスワードを入力し、 次に # キーを押します。

これで 4610SW を使用できるようになります。

電話機への強制ログイン

電話機にログインしたときに 「Extension in Use」 と表示された場合、入力した内線番号がすでに使用さ
れていることを表します。 

その内線番号が自分のものである場合は、内線番号とパスワードのプロンプ トの両方にシャープキー（#）
で 「OK」 と答えると、 その内線番号を使用している別のユーザーをシステムからログオフさせることが
できます。
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第 3 章 ： 短縮ダイヤルアプリケーシ ョンの使用

はじめに

この章では、 短縮ダイヤルボタンのラベルを登録、 編集、 および削除する方法について説明します。 名

前と電話番号を登録した短縮ダイヤルボタンを最大で 48 個まで使用できます。

短縮ダイヤル画面でのデータの入力

電話機のダイヤルパッ ド、または機能編集用のソフ トキーを使用したデータ入力に慣れていない場合は、

この項を参照して ください。 

ダイヤルパッ ドを使用した文字の入力

ダイヤルパッ ドキー 0 ～ 9、 *、および # を使用して [ナマエ （名前） ] または [バンゴウ （番号） ] フ ィー
ルドに文字を入力します。 

フ ィールドを選択するには、 移動先のフ ィールドの片側にある回線／機能ボタンを押します。

名前を入力する場合は、 最初にダイヤルパッ ドキーを押すと、 そのキーが示すアルファベッ トの最初の

文字が、 現在のカーソル位置の右側に表示されます。 この文字は大文字で表示され、 カーソルは移動し

ません。 同じキーを押すと、 そのキーに割り当てられた次のアルファベッ ト文字 （大文字） および数字

が順に表示されます。 割り当てられている 3 つの文字すべてが表示されてから数字になります。 

たとえば、 ダイヤルパッ ドの [2] を押すと文字 「A」 が表示されますが、 も う一度 [2] を押すと  A が 「B」
に変わり、 さらにも う一度 [2] を押すと  B が 「C」 に変わります。 そのまま再度 [2] を押すと  C が 「2」
に変わります。 も う一度 [2] を押すと  2 が 「A」 へと順に変わっていきます。別のキーを押すと、 カーソ
ルが 1 つ右の位置に移動し、 そのキーに関連付けられた最初のアルファベッ ト文字が表示されます。 デ
フォルトでは、 1 つ目以降の文字はすべて小文字です。 キーを押して入力するという この処理を続けて、
相手の名前の残りの部分を入力します。また、[PAGE LEFT]（ ）および [PAGE RIGHT]（ ）

ソフ トキーを使用して、 カーソルをそれぞれ左または右に移動できます。 

[バンゴウ （番号） ] フ ィールドに電話番号を入力する場合は、 入力が数字 （または * や # などの文字）
と して認識され、 カーソルが自動的に右に移動していきます。 
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注：

注 ： 通話中にもテキスト を入力することができますが、（ヘッ ドセッ ト／ハンドセッ トまたは

[TRANSFER] などの固定ボタンにより） オフフ ックにした場合は、 自動的にテキスト入
力モードが終了します。別画面への切り替えを行った場合 （たとえば、 [セーブ （保存） ]
または [キャンセル ] を押した場合や、  ボタンを押した場合） も、テキスト入力
モードが終了します。

入力中または入力後の編集

編集コマンドは、 [ナマエ （名前） ] または [バンゴウ （番号） ] フ ィールドの下、 特定の回線／機能ボタ
ンの横に表示されます。 コマンド とその機能は次のとおりです。 

● [バッ クスペース ] （機能／回線ボタン 3）  - カーソルの左側にある 1 文字だけを削除します。 

● [ クリア ]（回線／機能ボタン 6） - 現在カーソルが置かれているフ ィールドからすべての文字を削除
します。 

● [オオモジ コモジ （大／小文字） ] （ソフ トキー 3） - カーソルの右側の文字を、小文字の場合は大文
字に、大文字の場合は小文字に変更します。名前を入力する場合は、最初に入力した文字が最初は

大文字で表示され、 それ以降の文字は小文字で表示される点に注意して ください。

● [キゴウ （記号） ] （ソフ トキー 3） - 記号文字画面を表示します。 この画面から次のいずれかを選択
できます。

- . ピリオド （回線／機能ボタン 1） - カーソル位置にピリオドを挿入します。

- , カンマ （回線／機能ボタン 2） - カーソル位置にカンマを挿入します。 [バンゴウ （番号） ] フ ィー
ルドでは、「,」は、「ポーズ」 と表示され、自動ダイヤルの際にその番号に短ポーズが挿入されます。

- - ハイフン （回線／機能ボタン 3） - カーソル位置にハイフンを挿入します。 

- スペース （回線／機能ボタン 4） - カーソル位置に空白のスペースを挿入します。 

- / スラッシュ （回線／機能ボタン 5） - カーソル位置にスラッシュを挿入します。

- ‘ アポストロフ ィ （回線／機能ボタン 6） - カーソル位置にアポストロフ ィを挿入します。 

注：

注 ： [オオモジ コモジ （大／小文字） ] などの前述の一部のコマンドは、 カーソルが置かれて
いるフ ィールドにデータがある場合にのみ表示されます。 

これらのいずれかのボタンを押すと、現在のカーソル位置で対応する操作が行われます。 

テキスト文字列内の文字数が最大数に達している場合、 記号ラベルは表示されません。
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名前の入力例

Jane O'Hara の短縮ダイヤルボタンを登録するには、通常は、ダイヤルパッ ドの次の番号ボタンと  [PAGE
RIGHT] ソフ トキーを順に押します。

5 (J) 

2 (a) 

66 (n) 

33 (e) 

666 (o) 

44 (h) 

2 (a) 

777 (r)

2 (a)

前述の順序で入力すると、 表示画面には 「Janeohara」 と表示されてしまいます。 回線／機能ボタ
ン上の編集記号や文字を利用すると、 「Jane O’hara」 と表示できます。 実際に押すダイヤルパッ ド
は、 次の順序になります。

5 (J) 

2 (a) 

66 (n) 

33 (e) 

（カーソルを右側に 1 文字分移動する [PAGE RIGHT] ソフ トキー）

666 (o) 

[オオモジ コモジ （大／小文字） ] （ソフ トキー 2） で 「o」 を大文字に変更

[キゴウ （記号） ] （ソフ トキー 3） で記号文字画面を表示

回線／機能ボタン 6 （アポストロフ ィ ）

44 (h) 

[オオモジ コモジ （大／小文字） ] （ソフ トキー 2） で 「h」 を大文字に変更

2 (a) 

777 (r)

2 (a)
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短縮ダイヤルボタンの登録

短縮ダイヤルボタンを登録するには ：

1. [ タンシュク （短縮） ] ソフ トキーを押して、 短縮ダイヤルアプリケーシ ョンにアクセスします。

短縮ダイヤルメイン画面が表示されます。 

2. [ トウロク （登録） ] ソフ トキーを押します。

短縮ダイヤル入力画面が表示され、 [ナマエ （名前） ] フ ィールドにカーソルが置かれて、 「キーパッ
ドデ ナマエヲニュウリ ョ ク （キーパッ ドで名前を入力） （<14モジ）」 というプロンプ トが表示され
ます。 

注：

注 ： この画面への情報の入力については、前の項、 「短縮ダイヤル画面でのデータの入力」 を

参照して ください。 

3. ダイヤルパッ ドを使用して、短縮ダイヤルボタンに登録する相手の名前を入力します。最大 13 文字
まで入力できます。 名前を登録せずに短縮ダイヤルメイン画面に戻る場合は、 [キャンセル ] を押し
ます。 

4. [ナマエ （名前） ] フ ィールドの入力を終了したら、 [シュウリ ョウ （終了） ] を押します。 

短縮ダイヤル番号入力画面に、 「キーパッ ドデ バンゴウヲニュウリ ョ ク （キーパッ ドで番号を入力）
（<25ケタ）」 というプロンプ トが表示されます。 

5. ダイヤルパッ ドを使用して、 短縮ダイヤルボタンに登録する相手の電話番号を入力します。 最大 24
桁まで入力できます。 [キゴウ （記号） ] ソフ トキーを使用して、 入力した数字にスペース、 ハイフ
ン、スラッシュなどを適宜挿入します。外線発信に必要な外線発信番号（TAC）を必ず入れて ください。

6. ステップ 3 および 5 で入力した名前と番号が正しいことを確認します。 入力内容を変更するには、
[PAGE LEFT] 回線／機能ボタンおよび [PAGE RIGHT] 回線／機能ボタンを適宜使用して、 変更す
る文字の右側にカーソルを移動します。 [バッ クスペース ] 回線／機能ボタンを押してその文字を削
除し、 文字を入力し直します。 フ ィールド全体を消去する場合は、 [ ク リア ] 回線 /機能ボタンを押
して消去するフ ィールドを選択します。 これで、 ク リアされたフ ィールドに新規のデータを入力で

きます。

7. 名前と番号が正しい場合は、 [セーブ （保存） ] ソフ トキーを押して短縮ダイヤルボタンに情報を登
録します （保存しないで終了するには、 [キャンセル ] ソフ トキーを押します）。

名前／番号エン ト リが、 名前のアルファベッ ト順に短縮ダイヤル一覧に登録されます。 短縮ダイヤ
ルメイン画面が再び表示され、 自動ダイヤリングでこの新規のボタンが利用可能になったことを確
認できます。 

8. 別の短縮ダイヤルボタンを登録するには、 ステップ 2 からこの手順を繰り返します。

9. 短縮ダイヤルアプリケーシ ョンを終了するには、 [PHONE/EXIT] （ ） ボタンを押します。

注：

注 ： あるエン ト リをアルファベッ ト順でな く 、 リス トの先頭に登録したい場合は、 名前の 
1 文字目をスペースかアスタ リスクなどにします。 たとえば、 「*Bruce」 は一覧内の
「Aaron」 の前に配置されます。
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短縮ダイヤルボタンのラベル情報の編集

次の手順を使用して、 短縮ダイヤルボタンに関連付けられた名前または番号を変更します。

1. [ タンシュク （短縮） ] ソフ トキーを押して、 短縮ダイヤルアプリケーシ ョンにアクセスします。

短縮ダイヤルのメイン画面が表示されます。 

2. [PAGE LEFT] および [PAGE RIGHT] ボタンを適宜使用して、 表示更新の対象となるエン ト リに移
動します。

3. [ヘンシュウ （編集） ] ソフ トキーを押します。

「ヘンシュウスル エント リ ヲ  センタ ク （編集するエント リ を選択） 」 と いう プロンプト が表示され
ます。

4. 編集するボタンに対応する回線／機能ボタンを押します。 

短縮ダイヤル入力画面が表示され、[ナマエ （名前） ] フ ィールドの最後にカーソルが置かれて、「キー
パッ ドデ ナマエヲヘンシュウ （キーパッ ドで名前を編集） （<14モジ）」 というプロンプ トが表示さ
れます。 

注：

注 ： 名前または番号入力画面への情報の入力については、 前の項、 「短縮ダイヤル画面での

データの入力」 を参照して ください。 

5. 名前を変更するには、 [PAGE LEFT] 回線／機能ボタンおよび [PAGE RIGHT] 回線／機能ボタンを
適宜使用して、 変更する文字の右側にカーソルを移動します。 [バッ クスペース ] 回線／機能ボタン
を押してその文字を削除し、 文字を入力し直します。 または、 [ クリア ] 回線／機能ボタンを押して
名前全体を削除し、 入力し直します。 [ナマエ （名前） ] フ ィールドには、最大 13 文字まで入力でき
ます。

6. 名前を変更したら、または名前を変更せずに番号を変更したら、[シュウリ ョウ（終了） ] を押します。 
短縮ダイヤル番号入力画面に「キーパッ ドデ バンゴウヲヘンシュウ（キーパッ ドで番号を編集）（<25
ケタ）」というプロンプ トが表示され、カーソルが [バンゴウ（番号）] フ ィールドの最後に置かれます。 

7. 電話番号を変更するには、 [PAGE LEFT] 回線／機能ボタンおよび [PAGE RIGHT] 回線／機能ボタ
ンを適宜使用して、 変更する文字の右側にカーソルを移動します。 [バッ クスペース ] ボタンを押し
てその文字を削除し、 文字を入力し直します。 または、 [ クリア ] 回線／機能ボタンを押して番号全
体を削除し、 入力し直します。 [バンゴウ （番号） ] フ ィールドには、 最大 24 桁まで入力できます。

注：

注 ： [キャンセル ] を押すと、 ラベルの編集を中断し、 いつでも短縮ダイヤルメイン画面に戻
ることができます。

8. 名前と番号、 またはそのどちらかを編集した場合は、 [セーブ （保存） ] ソフ トキーを押して短縮ダ
イヤルボタンを更新します。 

名前／番号エン ト リが編集され、 すべての短縮ダイヤルボタンが名前のアルファベッ ト順になるよ
うに再び並び替えされます。 短縮ダイヤルメイン画面が再び表示されます。 

9. 別の短縮ダイヤルボタンを編集するには、 ステップ 2 からこの手順を繰り返します。

10. 短縮ダイヤルアプリケーシ ョンを終了するには、 [PHONE/EXIT] （ ） ボタンを押します。
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短縮ダイヤルボタンのラベルの削除

短縮ダイヤルボタンのラベルを削除するには ：

1. [ タンシュク （短縮） ] ソフ トキーを押して、 短縮ダイヤルアプリケーシ ョンにアクセスします。

短縮ダイヤルメイン画面が表示されます。 

2. [PAGE LEFT] および [PAGE RIGHT] ボタンを適宜使用して、 表示削除の対象となるエン ト リに移
動します。

3. [サクジ ョ （削除） ] ソフ トキーを押します。

「サクジ ョスル エン ト リヲ  センタク（削除するエン ト リを選択）」というプロンプ トが表示されます。 

4. 削除するボタンに対応する回線／機能ボタンを押します。 

「ヨケレバ 「サクジ ョ 」 ヲモウイチド  オシマス （よければ削除を押します）」 というプロンプ トが短
縮ダイヤル削除画面に表示されます。 

5. 表示されている名前と番号を削除することを目で見て確認し、 次のいずれかを行います。

目的 操作

この短縮ダイヤルボタンを削除
しないで削除をキャンセルする

[キャンセル ] を押します。
削除されず、 短縮ダイヤルメイン画面が表
示されます。 

この短縮ダイヤルボタンの削除
を完了する

[サクジ ョ （削除） ] を押します。
ラベルが削除されます。 残りの短縮ダイヤ
ルボタンは名前順に再び並び替えられます。
短縮ダイヤルメイン画面に、 エン ト リが削
除されたページが表示されます。 
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第 4 章 ： コールログアプリケーシ ョンの使用

はじめに

この章では、 4610SW IP Telephone で使用可能な 3 つのコールログについて説明します。 また、 コール
ログエン ト リを短縮ダイヤルボタンに登録する手順と、 1 つまたはすべてのコールログエン ト リを削除
する手順についても説明します。 

発信コールログに記録された相手への発信については、本書の 「第 2 章： 4610SW IP Telephone の使用」
の 「呼の発信」 を参照して ください。

コールログについて

コールログは、 以下の場合に役立ちます。

● 不在時に電話をかけてきた相手を確認する場合

● 以前に電話をかけた番号へリダイヤルする場合

● 以前の通話の電話番号を確認する場合 

4610SW では、 コールログに記録された任意の呼を短縮ダイヤルボタンに登録し、 頻繁に電話をかける
番号を簡単にダイヤルできます。

4610SW IP Telephone への、 またはこの電話機からのすべてのコールが、 発信呼、 着信応答呼、 および
未応答 （不応答） 呼の 3 つのコールログのうちの 1 つに登録されます。 コールログアプリケーシ ョンに
アクセスすると、 未応答コールログが常に自動的に表示されますが、 必要に応じて別のログにも簡単に

アクセスできます。 

各ログには、 呼を時系列 （新しいものから古いものの順） で一覧にしたメイン画面と詳細画面が用意さ

れています。 メイン画面には、 発呼者または被呼者の名前と番号に加え、 利用可能な場合は時刻 （当日

の記録の場合） または日付 （前日以前の記録の場合） が表示されます。 詳細画面にはこれらすべての情

報が （より広い幅を使用して） 表示され、 それがどの種類の電話であったかが示されて、 そのエン ト リ

を使用した操作を実行できます。 

各コールログには、 最大で 15 のエン ト リまで記録されます。 ログに 3 件を超えるエン ト リが含まれる
場合は、 3 件ずつログエン ト リをスクロールできる [PAGE RIGHT] および [PAGE LEFT] ボタンが役立
ちます。 呼は、 最新の呼を先頭に上から下の順に表示されます。
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コールログの表示

コールログを表示するには :

1. [ログ ] ソフ トキーを押して、 コールログアプリケーシ ョンにアクセスします。

未応答コールログのメイン画面に、 最初の 3 件の応答されなかった呼の発信者の名前、 番号、 時刻
／日付が表示されます。 

注：

注 ： すべてのコールログ画面では、同一フ ィールド、特性、 ソフ トキーが使用されています。 

2. 次のどちらかのオプシ ョンを選択します。

コールログは、 コールサーバーから受信した着信電話番号を表示します。 また、 コールログは、 ダイヤ

ルした番号または短縮ダイヤルアプリ ケーショ ンに保存されている番号を発信電話番号と し て表示し

ます。

目的 操作

次の 3 つの呼を確認する [PAGE RIGHT] ボタンを押します。

前の 3 つの呼を確認する [PAGE LEFT] ボタンを押します。

発信呼を確認する [ハッシン （発信） ] ソフ トキーを押します。
発信呼ログのメイン画面が表示されます。 

受信し、 応答した呼を確認
する

[オウ トウ （応答） ] ソフ トキーを押します。
応答呼ログのメイン画面が表示されます。 

未応答呼を確認する [ ミオウ トウ （未応答） ] ソフ トキーを押します。
未応答呼ログメイン画面が表示されます。 

表示されるログから  1 つま
たはすべてのエン ト リを削
除する

本章の項、 「コールログエン ト リの削除」 を参照
して ください。

呼の詳細を表示する 選択するのログエン ト リの左右どちらかの回線／
機能ボタンを押します。

該当する詳細画面が表示されます。 

詳細画面からコールログの
メイン画面に戻る

[モドル （戻る） ] ソフ トキーを押します。
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コールログエン ト リの短縮ダイヤルボタンへの登録

コールログエン ト リを短縮ダイヤルボタンに登録するには :

1. [ログ ] ソフ トキーを押して、 コールログアプリケーシ ョンにアクセスします。

未応答呼ログメイン画面が表示されます。 

2. 未応答コールログに記録されている相手について短縮ダイヤルボタンを作成する場合は、 ステップ
3 に進みます。 未応答コールログ以外のコールログに記録されている相手の短縮ダイヤルボタンを
作成する場合は、 該当エン ト リが含まれるコールログのソフ トキー （[ハッシン （発信） ]、 [オウ ト
ウ （応答） ]） を押します。

発信または着信応答コールログメイン画面のどちらか該当する方が表示されます。 

3. 短縮ダイヤルボタンを作成する相手の左側にある回線／機能ボタンを押します。

そのエン ト リの詳細画面が表示されます。 [ タンシュク （登録） ] ソフ トキーが表示されない場合は、
すでに最大の 48 の短縮ダイヤルボタンがラベル付けされており、エン ト リを削除しなければ新しい
エン ト リを登録できない状態にあります。 

4. [ タンシュク （登録） ] ソフ トキーを押します。 

短縮ダイヤル編集画面が表示され、名前または番号を変更できます。「キーパッ ドデ バンゴウヲヘン
シュウ （キーパッ ドで番号を編集） 」 （<25） というプロンプ トが表示され、 カーソルが [バンゴウ
（番号） ] フ ィールドの最後に置かれます。 

注：

注 ： この画面への情報の入力については、 「第 3 章 ： 短縮ダイヤルアプリケーシ ョ ンの使用」
の 「短縮ダイヤル画面でのデータの入力」 を参照して ください。 

5. 名前／番号の変更が不要な場合は、ステップ 8 に進みます。電話番号を変更するには、[PAGE LEFT]
ソフ トキーおよび [PAGE RIGHT] ソフ トキーを適宜使用して、変更する文字の右側にカーソルを移
動します。 [バックスペース ] ボタンを押してその文字を削除し、 正しい文字を入力し直します。 

6. 名前を変更するには、 [ナマエ （名前） ] フ ィールドの左右どちらかの回線／機能ボタンを押し、 [バ
ンゴウ （番号） ] フ ィールドから  [ナマエ （名前） ] フ ィールドに移動します。 

7. [PAGE LEFT] ソフ トキーおよび [PAGE RIGHT] ソフ トキーを適宜使用して、 変更する文字の右側
にカーソルを移動します。 [バックスペース ] ボタンを押してその文字を削除し、 正しい文字を入力
し直します。 

8. 名前と番号、 またはそのどちらかを編集した場合は、 [セーブ （保存） ] ソフ トキーを押して短縮ダ
イヤルボタンに情報を登録します。 （保存しないで終了するには、 [キャンセル ] または [サクジ ョ
（削除） ] ソフ トキーを押します）。

名前／番号エン ト リが編集され、 すべての短縮ダイヤルボタンが名前のアルファベッ ト順になるよ
うに再び並び替えされます。 短縮ダイヤルのメイン画面が再度表示されます。 

9. 短縮ダイヤルアプリケーシ ョンを終了するには、 [PHONE/EXIT] （ ） ボタンを押します。
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コールログエン ト リの削除

1 件のコールログエン ト リの削除も、 特定のコールログのすべてのエン ト リの削除も両方可能です。 

コールログエン ト リの個別削除

コールログエン ト リを個別に削除するには ：

1. [ログ ] ソフ トキーを押して、 コールログアプリケーシ ョンにアクセスします。

未応答呼ログメイン画面が表示されます。

2. 削除するエン ト リが表示されている場合は、 ステップ 3 に進みます。 削除するエン ト リが表示され
ていない場合は、[PAGE LEFT] および [PAGE RIGHT] ボタンを適宜使用して未応答コールログをス
クロールするか、 そのエン ト リが含まれるコールログを表すソフ トキー （[ハッシン （発信） ]、 [オ
ウ トウ （応答） ]） を押します。

3. 削除するエン ト リが表示されたら、 そのエン ト リに対応する回線／機能ボタンを押します。 

選択したエン ト リの詳細画面が表示されます。

4. [サクジ ョ （削除） ] ソフ トキーを押します。

「ヨケレバ 「サクジ ョ 」 ヲモウイチド  オシマス （よければ削除を押します）」 というプロンプ トが画
面の上部に表示されます。 

5. 表示されている名前と番号を削除することを目で見て確認し、 次のいずれかを行います。

6. コールログアプリケーシ ョンを終了するには、 [PHONE/EXIT] （ ） ボタンを押します。

目的 操作

このコールログエン ト リの削
除を行わずにキャンセルする

[キャンセル ] を押します。
削除が実行されず、 コールログメイン画面が表
示されます。

このコールログエン ト リの削
除を完了する

[サクジ ョ （削除） ] を押します。
エン ト リが削除され、 このコールログの残りの
エン ト リが時系列順で再び並び替えされます。

コールログメイン画面が表示されます。 
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コールログからのすべてのエン ト リの削除

コールログからすべてのエン ト リを削除するには ：

1. [ログ ] ソフ トキーを押して、 コールログアプリケーシ ョンにアクセスします。

未応答呼ログメイン画面が表示されます。

2. 未応答コールログをクリアするには、 ステップ 3 に進みます。

着信応答コールログをクリアする場合は、 [オウ トウ （応答） ] ソフ トキーを押してそのコールログ
を表示し、 ステップ 3 に進みます。

発信コールログをクリアする場合は、 [ハッシン （発信） ] ソフ トキーを押して対象のコールログを
表示してから、 ステップ 3 に進みます。

3. [スベテサクジ ョ （全削除） ] ソフ トキーを押します。 

「ヨケレバ 「サクジ ョ 」 ヲモウイチド  オシマス （よければ削除を押します）」 というプロンプ トが画
面の上部に表示されます。

4. コールログのすべてのエン ト リを削除してよいかを目で見て確認し、 次のいずれかを行います。

5. コールログアプリケーシ ョンを終了するには、 [PHONE/EXIT] （ ） ボタンを押します。

目的 操作

このコールログのすべてのエン ト リを
削除せずに、 操作をキャンセルする

[キャンセル ] を押します。
削除が実行されず、 コールログメイン画
面が表示されます。

このコールログのすべてのエン ト リを
削除する操作を行う

[サクジ ョ （削除） ] を押します。
エン ト リが削除されます。 コールログメ
イン画面が表示されます。



コールログアプリケーシ ョンの使用

46 4610SW IP Telephone リ リース 2.2 ユーザーガイド

 



第 2.2 版 2005 年 4 月 47

 

第 5 章 ： Web アクセスアプリケーシ ョンの使用

はじめに

4610SW IP Telephone の優れた特長の 1 つとして、 オプシ ョ ンの Web アクセスアプリケーシ ョ ンがあ
ります。 実際に電話機を使用して、 企業イン ト ラネッ トや World Wide Web にアクセスできます。 

システム管理者は、 Web オプシ ョンを提供する自社のホームページを設計するか、 あるいは、 この目的
で Avaya が提供しているホームページを使用することもできます。 セキュリテ ィの目的から、 システム
管理者は、Web アクセスの際にオプシ ョンの認証画面が表示されるように設定することもできます。 こ
の認証機能が設定されている場合、ユーザーは、ホ－ムページやその他の Web ページ／サイ トにアクセ
スする前にユーザー名とパスワードの入力を求められます。

Web アクセスアプリケーシ ョンで提供されるブラウザ機能は、基本的なものであることをご理解 く ださ
い。 このアプリケーシ ョ ンは、 インターネッ トのすべてのデータタイプをサポート しているわけではな

く、 PC のブラウザの代用を意図されたものでもありません。 4610SW の Web 機能は、小さな （3 行の）
表示画面向けのもので、 むしろ携帯情報端末 （PDA） や携帯電話に近いものです。

この章では、Web アクセスアプリケーシ ョンで使用できる基本的な機能について説明します。 以下のよ
うな機能が含まれています。

● ホ－ムページにリンクされているアクセスおよびナビゲート用のページ

● 該当する Web ページでのテキスト入力

● Web サイ ト上にある名前および関連付けられた電話番号の短縮ダイヤルエン ト リ設定 

Web アプリケーシ ョ ンは、 特定のビジネスユースに合わせてシステム管理者がカスタマイズできるた
め、 この章で説明するすべての機能が利用可能なわけではありません。 また、 カスタマイズの結果とし

て得られる機能については、 ここでは説明を省略します。 上記の理由により、 実際の利用の前に、 Web
アクセスアプリケーシ ョ ンについてシステム管理者にお問い合わせください。 

カスタマイズは Web 関連の処理の流れに影響を与えることがあるため、 この章では、 基本的な Web 画
面のタイプについてのみ説明します。 
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Web アクセスの認証
Web アクセスアプリケーシ ョンの設定によっては、Web ページにアクセスする前に識別情報を提供する
必要もあります。自分のユーザー ID またはパスワードがわからない場合は、システム管理者にお問い合
わせください。

1. [Web] ソフ トキーを選択した後に Web 認証入力画面が表示された場合は、ダイヤルパッ ドを使用し
てユーザー ID または名前を入力します。 

注：

注 ： ダイヤルパッ ドを使用したテキストの入力については、 この章の項、 「ダイヤルパッ ドを

使用した文字の入力」 を参照して ください。 

2. [パスワード ] フ ィールドの左側にある回線／機能ボタンを押して、 パスワードを入力します。

3. 次のどちらかのオプシ ョンを選択します。

Web ページのナビゲート
Web アクセスアプリケーシ ョンのブラウザの動作は、 PDA や携帯電話と類似しています。 Web ページ
のナビゲートは、 回線／機能ボタンとソフ トキーを組み合わせて行います。

注：

注 ： Web アプリケーシ ョンの操作中に発信または受信した呼は、 Web アクセス、 Web ペー
ジのナビゲーシ ョン、 または Web ページのテキスト入力には影響を与えません。 

目的 操作

ID とパスワードの検証 [ ソウシン （送信） ] ソフ トキーを押します。
ID とパスワードが認証されると、 次のページが
表示されます。 
ID とパスワードまたはそのどちらかが認証され
なかった場合は、 該当するエラーメ ッセージが
表示されます。 

認証なしで Web アプリケー
シ ョンを終了する

[キャンセル ] または [モドル （戻る） ] ソフ ト
キーを押します。

直前のアプリケーシ ョンまたはオプシ ョン画面
が表示されます。
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ホームページとその他の標準サイズの 
Web ページのナビゲート

ホームページとその他の標準サイズの Web ページをナビゲートするには ：

1. 表示エリアの下部にある [Web] ソフ トキーを選択し、 Web アクセス画面にアクセスします。 

ホームページが表示されます。 

2. 行が選択されていない （ハイライ ト表示になっていない） 場合、 その行の左側にある回線／機能ボ
タンを押して行を指定してから、 次に進みます。

3. 次のようにホームページとその他の Web ページにアクセスします。

注：

注 ： 複数の画像がある場合もテキスト と同様、 表示とスクロールが可能です。

目的 操作

ホームページを再表示する （回線／機能ボタン 5） を押します。
すべての Web ページのロード／処理が停止し、
ホームページが表示されます。

Web ページを 1 ページ下げる
（次の 3 行を表示する）

（回線／機能ボタン 6） を押します。

Web ページを 1 ページ上げる
（直前の 3 行を表示する）

（回線／機能ボタン 4） を押します。

複数のページを移動する 次のページまたは前のページに移動するには、
[PAGE RIGHT] ボタンまたは [PAGE LEFT] ボ
タンを押します。

リンクを使用して別のページ
に移動する

下線の付いたリンクが表示されている行の左側
にある回線／機能ボタンを押します。



Web アクセスアプリケーシ ョンの使用

50 4610SW IP Telephone リ リース 2.2 ユーザーガイド

 

Web ページでのテキスト入力
テキストの入力ページは、 名前、 Web アドレス （URL） 、 またはその他の識別情報などのデータを入力
できるページです。 ページ上のテキスト入力エリアには、 何らかのテキスト を間に挟んだ状態で 1 組の
大かっこ   が表示されます。 

1. データを入力するには、 最初にテキスト を入力する行の左側にある回線／機能ボタンを押します。

デフォルトでは、 [シュウリ ョウ （終了） ]、 [バッ クスペース ]、 [スペース ]、 および [ コモジ ] の 
4 つのソフ トキーが新たに表示されます。 この 4 つ目のソフ トキーは、 入力中のテキス トのモード
を変更する場合に使用する [モード ] ソフ トキーです。 本書で、 Web ページでのテキス ト入力につ
いて 「[モード ] ソフ トキー」 と言及しているときはこのソフ トキーを指しています。 

2. ダイヤルパッ ドを使用してテキス ト を入力します。 次に説明するようにソフ トキー機能を使用する
と簡単に入力できます。

目的 操作

テキスト を入力する 4610SW の Web テキスト入力に慣れていない場合は、 次
の 「ダイヤルパッ ドを使用した文字の入力」 を参照して
ください。

現在のフ ィールド／テキスト行の入力が終了したら、 入
力する次のテキスト行の左側にある回線／機能ボタンを
押すか、 表示画面の右側にある回線／機能ボタンの 1 つ
を押して別の行またはページに移動するか、 または [シュ
ウリ ョウ （終了） ] ソフ トキーを押します。 
テキスト入力ボッ クスの場合は、 左側の回線／機能ボタ
ンを押すと、 その行にカーソルが表示されます。 
右側の回線／機能ボタンを押すと、 そのボタンの横にあ
る記号が示す結果が得られます。 
[シュウリ ョウ （終了） ] を押すと、 テキスト入力モード
がオフになります。

入力したすべてのデー
タを消去し、 テキスト
入力行をもとのフォー
マッ トに戻す

適切な専用機能ソフ トキー （[ クリア ] など） を押します。 
入力したすべての文字が削除されます。 
注 :  専用機能ソフ トキーはアプリケーシ ョン開発側の設
定によるため、 入力したテキストの消去またはクリアの
方法はアプリケーシ ョンの設計によって異なります。

入力したテキスト を保
存する

適切な専用機能ソフ トキー （[ ソウシン （送信） ] または 
[セーブ （保存） ] など） を押します。
注 ： 専用機能ソフ トキーはアプリケーシ ョン開発側の設
定によるため、 入力したテキストの保存の方法はアプリ
ケーシ ョンの設計によって異なります。

１の２
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ダイヤルパッ ドを使用した文字の入力

ダイヤルパッ ドキー 0 ～ 9、 *、 および # を使用してテキスト入力フ ィールド／行に文字を入力します。 

名前またはその他のアルファベッ ト テキスト を入力する場合、 ダイヤルパッ ドキーを 1 度押すと、 その
キーに関連付けられた最初のアルファベッ ト文字が現在のカーソル位置の右側に表示されます。 この文

字は [ コモジ ] ソフ トキーに表示された文字で表示されます。 カーソルは移動しません。 それ以降同じ
キーを押すと、 表示されている文字が、 そのキーに割り当てられている次のアルファベッ ト文字と置き

換わります。 [ コモジ ] および [オオモジ ] モードでも、 # および * キーの記号は表示できます。

たとえば、 [モード ] ソフ トキーが [オオモジ ] または [ コモジ ] を表示しているときにダイヤルパッ ドで
[2] を押すと、 アクテ ィ ブになっているアルファベッ トモードに応じて文字 「A」 または 「a」 が表示され
ます。 も う一度 [2] を押すと、 A が 「B」 （または 「b」） に置き換わります。 も う一度 [2] を押すと、 B が
「C」 （または 「c」） に置き換わります。 さらにも う一度 [2] を押すと  C が 「A」 （または 「a」） に置き換
わります。 それ以降も同様です。 別のキーを押すと、 カーソルが 1 つ右の位置に移動し、 そのキーに関
連付けられた最初のアルファベッ ト文字が表示されます。 このキーを押す／入力する操作を繰り返して

テキスト フ ィールドを完成させます。[バックスペース ] または [スペース ] ソフ トキーを使用して、カー
ソルの左側にある 1 文字を削除、 または空白のスペースを挿入することもできます。

[モード ] ソフ トキーに [スウジ （数字） ] と表示されている場合は、押したキーが数字 （または * や # な
どの文字） と して認識され、 カーソルが 1 つずつ右の位置に移動します。 

[モード ] ソフ トキーに [キゴウ （記号） ] が表示されている場合は、回線／機能ボタンを使用して希望す
る記号を選択します。 [ ツギヘ （次へ） ] ソ フ トキー、 または電話機の [PAGE RIGHT] および [PAGE
LEFT] ボタンを使用してその他のページの記号にアクセスします。記号を選択すると、記号がそのフ ィー
ルド／行の最後尾の右側の位置に自動的に挿入され、 自動的に [ コモジ ] モードに戻ります。

アルファベッ ト文字を
小文字 （デフォルト）
から大文字に、 または
大文字から小文字に変
更する

[オオモジ ] （大文字） または [ コモジ ] （小文字） のどち
らか適切な方が表示されるまで、 [モード ] ソフ トキーを
押します。 次に、 ダイヤルパッ ドを使用して、 その文字
で表示する文字を選択します。

[ コモジ ] では、 入力したすべての文字が小文字で表示さ
れます。 これがデフォルトのモードです。 [オオモジ ] で
は、 文字が大文字で表示されます。 このソフ トキーを押
すと、 これら  2 つの入力モードを 「切り替える」 こ とが
できます。

数字を入力する [スウジ （数字） ] が表示されるまで [モード ] ソフ トキー
を押してから、 ダイヤルパッ ドを使用して適切な番号を
選択します。

テキスト入力フ ィール
ドに記号を入力する

[キゴウ （記号） ] が表示されるまで [モード ] ソフ トキー
を押します。 その時点で希望する記号が表示されていな
い場合は、 [ツギヘ （次へ） ] ソフ トキーを押してその他
の記号を表示します。 記号を挿入するには、 希望する記
号の右／左側にある回線／機能ボタンを押します。

目的 操作 （続き）

２の２
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Web サイ ト上の電話番号を短縮ダイヤルボタンへ登録
一部の Web サイ トでは、 表示されている名前や電話番号を 4610SW IP Telephone に渡すことができる
ようになっています。 この場合は、Web サイ トの作成者による設定に応じて、Web ページの画面に [ タ
ンシュク （登録） ] ソフ トキーが表示されます。

1. [ タンシュク （登録） ] ソフ トキーを押します。 

短縮ダイヤル名入力画面が表示され、 名前を変更できます。 カーソルは現在の名前入力の右側に表
示されます。

注：

注 ： 名前または番号入力画面への情報の入力については、「第 3 章： 短縮ダイヤルアプリケー
シ ョ ンの使用」 の 「短縮ダイヤル画面でのデータの入力」 を参照して ください。 

2. 名前の変更が不要な場合はステップ 3 に進みます。名前を変更するには、 [PAGE LEFT] 回線／機能
ボタンおよび [PAGE RIGHT] 回線／機能ボタンを適宜使用して、変更する文字の右側にカーソルを
移動します。 [バッ クスペース ] 回線／機能ボタンを押してその文字を削除し、 文字を入力し直しま
す。 または、 [ クリア ] 回線／機能ボタンを押して名前全体を削除し、入力し直します。 [ナマエ （名
前） ] フ ィールドには、 最大 13 文字まで入力できます。

3. 名前を変更したら、または名前を変更せずに番号を変更したら、[シュウリ ョウ（終了） ] を押します。 

「キーパッ ドデ バンゴウヲヘンシュウ （キーパッ ドで番号を編集） （<25ケタ）」 というプロンプ トが
短縮ダイヤル番号入力画面に表示され、 カーソルが [バンゴウ （番号） ] フ ィールドの最後に置かれ
ます。 

4. 電話番号を変更するには、 [PAGE LEFT] 回線／機能ボタンおよび [PAGE RIGHT] 回線／機能ボタ
ンを適宜使用して、 変更する文字の右側にカーソルを移動します。 [バッ クスペース ] ボタンを押し
てその文字を削除し、 文字を入力し直します。 または、 [ クリア ] 回線／機能ボタンを押して番号全
体を削除し、入力し直します。 [バンゴウ （番号） ] フ ィールドには、最大 24 文字まで入力できます。

注：

注 ： [キャンセル ] を押すと、 ラベルの編集を中断し、 いつでも短縮ダイヤルメイン画面に戻
ることができます。

5. 名前と番号、 またはそのどちらかを編集した場合は、 [セーブ （保存） ] ソフ トキーを押して短縮ダ
イヤルボタンを更新します。 

名前／番号エン ト リが使用可能な短縮ダイヤルボタンに登録されます。 すべての短縮ダイヤルボタ
ンが名前のアルファベッ ト順になるように再び並び替えされます。 短縮ダイヤルメイン画面が再び
表示されます。 

6. 短縮ダイヤルアプリケーシ ョンを終了するには、 [PHONE/EXIT] （ ） ボタンを押すか、適

切な別のアプリケーシ ョンを選択します。
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第 6 章 ： 4610SW IP Telephone のオプシ ョン

はじめに

この章では、 次のような電話機パラ メータを設定または表示する方法について説明します。

● 発信／応答時の電話画面の表示

● 着信音パターンのカスタマイズ

● リダイヤル機能の動作の指定（最後に電話をかけた番号のリダイヤルまたは最後の 3 件の呼の一覧
からの選択）

● 通話時間の表示

● メ ッセージの表示速度の変更

● 表示エリアのコン ト ラス トの変更

● ログオフ

● 短縮ダイヤルボタンのデータ、機能ボタンのラベル、およびオプシ ョン設定のバッ クアップと リス

トア

● 機能ボタンラベルのカスタマイズ

● 4610SW ユーザーインタフェース言語の選択

● 着信時のボイスメ ッセージランプ点滅機能のオン

この章では、 特定の電話機／サーバ間のやり取りのステータスを確認する方法についても説明します。

この情報は、 問題を ト ラブルシューテ ィングする際や、 システム管理者と電話機の動作について話し合

う場合に役立ちます。

注：

注 ： 管理者は、 ユーザーが設定可能なすべてのオプシ ョ ンを無効にすることができます。 オ

ンフ ッ クの状態で電話機の [OPTIONS] ボタンを押したときに、 [IP セッテイ  ヒ ョ ウジ
（IP 設定を表示） ] オプシ ョンのみが表示された場合は、 ユーザーが各種オプシ ョ ンを設
定変更できる機能がシステム管理上オフにされています。 この場合は、 現在の設定を変

更することができません。



4610SW IP Telephone のオプシ ョン

54 4610SW IP Telephone リ リース 2.2 ユーザーガイド

 

オプシ ョンメインメニューへのアクセス

オプシ ョンメインメニューにアクセスするには ：

1. オプシ ョンアプリケーシ ョンにアクセスするには、 ソフ トキーの右下にある [OPTIONS] ボタン
（ ） を押します。

4 つのオプシ ョンのメイン画面のうち、 最初の画面が表示されます。 

2. 4 つのオプシ ョンのメイン画面間での移動には、 標準のページインジケータを使用します。

● 最初のオプシ ョンのメイン画面に表示される 3 つのオプシ ョンのカテゴリは次のとおりです。

- [アプリケーシ ョン オプシ ョン ] : リダイヤルオプシ ョンの設定、応答時および発信時の電話画
面表示オプシ ョンの設定、通話時間表示の設定、画面の上部にメ ッセージが表示されるペース

（速度） の設定、 および着信時ランプ表示 （着信呼があった場合にメ ッセージランプの点滅に

よる視覚的な呼出表示） の設定ができます。 

- [IP セッテイ  ヒ ョウジ （IP 設定を表示） ] :ステータス表示メイン画面 #1 にアクセスし、 ここ
から  IP アドレス情報／ステータス、 QoS （オーディオおよび信号のサービス品質） ステータ
ス、 インタフェースステータスを表示でき、 また、 ステータス表示メイン画面 #2 にアクセス
し、 ここからその他 （Misc.） の電話機／ステータスデータを表示できます。 

- [ネッ トワーク  オーディオ ヒンシツ （ネッ トワーク音声品質） ] :オーディオステータス画面 #1
にアクセスし、受信コーデック、パケッ トロス、およびパケッ ト化遅延を確認でき、 また、オー

ディオステータス画面 #2 にアクセスし、 ネッ トワークの遅延とオーディオ品質を ト ラブル
シューテ ィングできます。 このオプシ ョンは、 通話中にのみ表示される点に注意して ください。

● 2 つ目のオプシ ョンメイン画面に表示される 3 つのオプシ ョンのカテゴリは次のとおりです。

- [ コン ト ラス ト  チ ョウセイ （コン ト ラス ト調整） ] : [ コン ト ラス ト  オプシ ョ ン ] 画面にアクセ
スし、 4610SW の表示エリアのコン ト ラス ト を調整できます。

- [キノウ ボタン ラベル （機能ボタンラベル ] :必要に応じて、 機能ボタン上のラベルをカスタ
マイズできます。

- [ログオフ ] :プライバシーおよびセキュリテ ィ保護の目的で電話機をログオフすることができ
ます。

● 3 つ目のオプシ ョンのメイン画面の 3 つのオプシ ョ ンは次のとおりです。

- [バッ クアップ／リス トア ] :バッ クアップ／リス トアメイン画面にアクセスし、短縮ダイヤル、
オプシ ョン、および機能ボタンのラベルデータの自動バッ クアップ、前回のバックアップファ

イルのリス トア、 および FTP （フ ァイル転送プロ ト コル） のステータスの設定と確認を行う
ことができます。 

- [ ヒ ョウジ ゲンゴヲ  センタク （表示言語を選択） ] :現在の表示言語を、 他の 7 言語のいずれ
かに変更することができます。 （尚、 R2.1以降の 4610SW は、 日本語に対応予定です。）

- [PC イーサネッ ト  インタフェース ] :PC を接続した場合は、電話機と  PC の間の通信設定を指
定できます。
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● 4 つ目のオプシ ョンのメイン画面に表示される 1 つのオプシ ョンは次のとおりです。

- [チャクシンオンセッテイ （着信音設定） ] :着信音選択画面にアクセスし、 現在電話機で使用
されていない着信音パターンを設定できます。

注：

注 ： 4 つ目のオプシ ョンのメイン画面にアクセスするには、 最初のオプシ ョンのメイン画面
で [PAGE LEFT] ページインジケータを押します。

次の手順でオプシ ョンの各カテゴリについて詳細に説明します。

1. オプシ ョンを選択するには、 希望するオプシ ョンの横の回線／機能ボタンを押します。 

対応するオプシ ョ ン画面が表示されます。 

2. 現在の設定を変更するには、 対応する回線／機能ボタンを押します。

オプシ ョンの設定が切り替わり、 その次の選択肢が表示されます。

3. オプシ ョンアプリケーシ ョンを終了するには、ほかの 4610SW アプリケーシ ョ ンのラベルが付いた
いずれかのソフ トキー （[ タンシュク （短縮） ]、 [ログ ]、 [Web]） を押します。電話アプリケーシ ョ
ンに戻るには、 [PHONE/EXIT] （ ） ボタンを押します。

アプリケーシ ョンオプシ ョン

アプリケーシ ョンオプシ ョンでは、呼に関連するデフォルトのオプシ ョンを変更できます。このオプシ ョ

ンは、電話機の [OPTIONS] ボタンを押してアクセスできるオプシ ョンのメイン画面から選択します。ア
プリケーシ ョンオプシ ョン画面は 2 つ用意されています。 最初の画面では、 呼に関連する設定を変更で
きます。 2 つめの画面では、 着信時のランプ表示を設定できます。 これら  2 つのアプリケーシ ョ ンオプ
シ ョ ン画面間の移動には、 標準のページインジケータを使用します。

いずれかのアプリケーシ ョ ン画面オプシ ョ ンを変更または設定する場合は、 そのオプシ ョ ンの左右どち

らかの回線／機能ボタンを押します。 たとえば、 オプシ ョ ンが [イイエ （いいえ） ] に設定されている場
合は、 対応する回線／機能ボタンを押すと、 設定が [ハイ （はい） ] に変わります。 
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リダイヤルオプシ ョンの設定

[ リダイヤル ] オプシ ョ ンでは、 リダイヤルの方法と して次の 2 つのいずれかを選択できます。

● [REDIAL] ボタンを押したときに、 最後に電話をかけた番号に自動的にリダイヤルする。

● [REDIAL] ボタンを押すと、電話をかけた直近の 3 件の番号の一覧が表示され、 リダイヤルする番
号を選択できる。

これがデフォルトの設定です。

1. このオプシ ョンを変更するには、 対応する回線／機能ボタンを押します。

2. 次に変更する設定の回線／機能ボタンを押すか、 [セーブ （保存） ] ソフ トキーを押してこの設定を
保存します （変更しないで前の設定に戻すには、 [キャンセル ] ソフ トキーを押します）。

保存またはキャンセルすると、 最初のオプシ ョンのメイン画面が表示されます。

応答時電話画面を表示 ? オプシ ョ ンの設定

[オウ トウジ デンワガメンヲ  ヒ ョウジ ? （応答電話画面 ?） ] オプシ ョ ンが [ハイ （はい） ] に設定され
ている場合は、呼に応答すると、 その時点で操作していた画面にかかわらず、電話画面が表示エリアに表

示されます。電話画面が表示されると、作業中の保存していないすべての操作 （[ タンシュク （短縮） ] ボ
タンのラベル付けなど） は失われます。 唯一の例外は Web アクセスアプリケーシ ョ ンで、 このアプリ
ケーシ ョンでは現在の Web ページが 「記憶」 されます。

[オウ トウジ デンワガメンヲ  ヒ ョウジ？ （応答電話画面？） ] オプシ ョンが [イイエ （いいえ） ] に設定
されている場合は、 着信呼に応答しても、 表示されているアプリケーシ ョ ン画面には影響しません。 た

だし、 該当するメ ッセージが上部の行に表示されます。 

これがデフォルトの設定です。 

1. このオプシ ョンを変更するには、 対応する回線／機能ボタンを押します。

2. 次に変更する設定の回線／機能ボタンを押すか、 [セーブ （保存） ] ソフ トキーを押してこの設定を
保存します （変更しないで前の設定に戻すには、 [キャンセル ] ソフ トキーを押します）。

保存またはキャンセルすると、 最初のオプシ ョンのメイン画面が表示されます。
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発信時電話画面を表示 ? オプシ ョ ンの設定

[ハッシンジ デンワガメンヲ  ヒ ョウジ ? （発信電話画面 ?） ] オプシ ョンが [ハイ （はい） ] に設定され
ている場合は、呼を発信すると、 その時点で操作していた画面にかかわらず、電話画面が表示エリアに表

示されます。電話画面が表示されると、作業中の保存していないすべての操作 （[ タンシュク （短縮） ] ボ
タンのラベル付けなど） は失われます。 唯一の例外は Web アクセスアプリケーシ ョ ンで、 このアプリ
ケーシ ョンでは現在の Web 画面が 「記憶」 されます。

[ハッシンジ デンワガメンヲ  ヒ ョウジ？ （発信電話画面？） ] オプシ ョンが [イイエ （いいえ） ] に設定
されている場合は、呼を発信しても、表示されているアプリケーシ ョン画面には影響しません。 ただし、

該当するメ ッセージが上部の行に表示されます。 

これがデフォルトの設定です。 

1. このオプシ ョンを変更するには、 対応する回線／機能ボタンを押します。

2. 次に変更する設定の回線／機能ボタンを押すか、 [セーブ （保存） ] ソフ トキーを押してこの設定を
保存します （変更しないで前の設定に戻すには、 [キャンセル ] ソフ トキーを押します）。

保存またはキャンセルすると、 最初のオプシ ョンのメイン画面が表示されます。

通話時間を表示 ? オプシ ョ ンの設定

4610SW IP Telephone では、2 種類の通話時間を表示できます。通話時間は表示エリア上部に表示され、
呼に接続されてからの経過時間を h:mm:ss （時間 ： 分 ：秒） の形式で示します。 保留時間は該当する
コールアピアランスエリアに表示され、 呼が保留されてからの経過時間を示します。 

[ツウワジカンヲ、 ヒ ョウジ シマスカ？ （通話時間を表示？） ] オプシ ョ ンが [ハイ （はい） ] に設定さ
れている場合は、 アクテ ィ ブなコールアピアランスの回線 （電話画面が表示されている場合） または上

部の行 （電話画面以外の画面が表示されている場合） に通話時間が表示されます。 同じように、 呼が保

留されている場合は、 電話画面が表示されているかどうかによって、 対応するコールアピアランスエリ

アまたは上部の行に保留時間が表示されます。

これがデフォルトの設定です。 

[ツウワジカンヲ、 ヒ ョウジ シマスカ  ? （通話時間を表示 ?） ] オプシ ョ ンが [ イイエ （いいえ） ] に設
定されている場合は、 通話時間も保留時間も表示されません。 コールログ用に通話時間データが電話機

に保持されます。 

1. このオプシ ョンを変更するには、 対応する回線／機能ボタンを押します。

2. 次に変更する設定の回線／機能ボタンを押すか、 [セーブ （保存） ] ソフ トキーを押してこの設定を
保存します （変更しないで前の設定に戻すには、 [キャンセル ] ソフ トキーを押します）。

保存またはキャンセルすると、 最初のオプシ ョンのメイン画面が表示されます。
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メ ッセージ表示ペース （速度） の設定

まれに、 表示エリアを超える長さのメ ッセージをコールサーバが電話機に送信することがあります。 こ

の場合は、 メ ッセージの前半部分が一定時間表示されてから、 メ ッセージの後半部分が一定時間表示、

というような切替表示になります。 

[ メ ッセージ ヒ ョウジ ペース （メ ッセージ表示速度） ] と しては、 [ハヤイ （速い） ] （2 秒間隔での表示
切り替え） または [オソイ （遅い） ] （3 秒間隔での表示切り替え）のどちらかを選択することができます。 

デフォルトは [オソイ （遅い） ] です。 

1. このオプシ ョンを変更するには、 対応する回線／機能ボタンを押します。

2. 次に変更する設定の回線／機能ボタンを押すか、 [セーブ （保存） ] ソフ トキーを押してこの設定を
保存します （変更しないで前の設定に戻すには、 [キャンセル ] ソフ トキーを押します）。

保存またはキャンセルすると、 最初のオプシ ョンのメイン画面が表示されます。

着信時ランプ表示の設定

この設定が [イイエ （いいえ） ] （デフォルト） に設定されている場合は、 着信呼の通知が着信音のみに
なります。 [ハイ （はい） ] に設定されている場合は、 着信呼の通知が着信音とボイスメ ッセージランプ
の点滅の両方になります。 

1. このオプシ ョンを変更するには、 対応する回線／機能ボタンを押します。

2. 次に変更する設定の回線／機能ボタンを押すか、 [セーブ （保存） ] ソフ トキーを押してこの設定を
保存します （変更しないで前の設定に戻すには、 [キャンセル ] ソフ トキーを押します）。

保存またはキャンセルすると、 最初のオプシ ョンのメイン画面が表示されます。
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着信音オプシ ョン

4610SW IP Telephone には、 8 種類の着信音パターンオプシ ョンがあります。 [チャクシンオンセッテイ
（着信音設定）] オプシ ョンを使用して、各パターンを聞き、8 つの中から  1 つを選択することができます。

1. 4 つ目のオプシ ョンのメイン画面から、 [チャクシンオンセッテイ （着信音設定） ] を選択します。

1 つ目の着信音選択画面に、 最初の 4 つの着信音が表示されます。

2. 最初の 4 つの着信音を鳴らすには、 鳴らす着信音に対応する番号の左右どちらかの回線／機能ボタ
ンを押します。 このほかの着信音を鳴らすには、 ステップ 3 に進みます。

[ゲンザイ ノ  パターン （現在のパターン） ] の番号が選択したパターンに変わり、1 回だけ鳴ります。 

3. 2 つ目の着信音選択画面を表示し、残りの 4 つの着信音を鳴らすには、[PAGE RIGHT] または [PAGE
LEFT] インジケータボタンを使用して、2 つ目の画面を表示します。 これらの着信音のいずれかを鳴
らすには、 鳴らす着信音に対応する番号の左右どちらかの回線／機能ボタンを押します。

[ゲンザイ ノ  パターン （現在のパターン） ] の番号が選択したパターンに変わり、 1 回だけ鳴ります。

4. ステップ 1 またはステップ 2 を繰り返して、 好みの着信音を決定します。

5. [セーブ （保存） ] ソフ トキーを押して、新しい着信音を保存します。 変更しないで前の設定に戻すに
は、 [キャンセル ] ソフ トキーを押します。

4 つ目のオプシ ョンのメイン画面が表示されます。

注：

注 ： 着信音パターンの選択中にオフフ ッ ク、 呼の着信、 または停電の状態になると、 処理が

中断されるため、 ステップ 1 からやり直す必要があります。 

着信音の音量は、 4610SW IP Telephone のボタン／機能の説明で説明されている音量コ
ン トロールを使用して調整します。
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ステータス画面表示オプシ ョン

2 つのステータスメイン画面に電話機およびシステム情報が表示されます。 通常は、 ユーザーがこの情
報を表示する必要はありません。 ただし、 問題の発生時に、 いずれかのステータス画面の特定の値を報

告するようシステム管理者から要請されることがあります。

注：

注 ： ステータス画面のデータは表示できますが、 変更はできません。

1. オプシ ョンのメイン画面 （電話機の [OPTIONS] ボタンを押してアクセスする） から  [IP セッテイ
ヒ ョウジ （IP 設定を表示） ] を選択します。

IP アドレス、QoS （サービス品質）、 またはインタフェースを表示するオプシ ョ ンがあるステータス
表示メイン画面 #1 が表示されます。

2. この画面でいずれかのオプシ ョ ンを選択するには、 そのオプシ ョ ンの左右どちらかの回線／機能ボ
タンを押します。 2 つ目のステータスメイン画面を表示すると （または画面が複数ページにわたる
場合）、 ページインジケータが表示されます。 この場合は、 [PAGE RIGHT] または [PAGE LEFT] イ
ンジケータボタンを使用して、 ページ間をスクロールできます。

その他 （Misc.） の設定および電話情報にアクセスできるステータス表示メイン画面 #2 が表示され
ます。 

3. この画面でいずれかのオプシ ョ ンを選択するには、 そのオプシ ョ ンの左右どちらかの回線／機能ボ
タンを押します。 その他 （Misc.） の画面を表示すると、 ページインジケータが表示されます。 この
場合は、[PAGE RIGHT] または [PAGE LEFT]  インジケータボタンを使用して、ページ間をスクロー
ルします。

4. どのステータス画面からも、 [モドル （戻る） ] ソフ トキーを押すと、 最初のオプシ ョ ンのメイン画
面に戻ることができます。

各オプシ ョ ンについて以下の節で説明します。

IP アドレスのステータスの表示

IP （インターネッ トプロ ト コル） アドレスには 2 つの画面があり、 特定のコンポーネン ト と接続を識別
します。 IP アドレスの情報には次のものがあります。

● コールサーバシステム上の電話機のアドレス

● コールサーバ自体のアドレスとポート （接続）

● ルーターとマスクアドレス

● 電話機がやり取りするファイルサーバのアドレス 

技術的な内容ですが、 電話機の機能や接続に関する質問や問題を解決するために、 システム管理者から

これらの情報の提供を要請されることがあります。
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サービス品質 （QoS） ステータスの表示

QoS は、 ネッ トワークのオーディオ品質を向上するために使用するい くつかのメカニズムを指します。

インタフ ェースステータスの表示

電話機は、 い くつかのシステムハードウェアデバイスやシステムソフ トウェアとインタフ ェースを取り

ます。 この画面には、 3 つのメインインタフェースに関する情報が表示されます。

その他 （Misc.） のステータスの表示

5 ページにわたるその他のステータス画面には、機種 (モデル )、 シリアル番号、 MAC アドレスなど、電
話機とその接続に関するその他の情報が表示されます。 
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ネッ トワークオーディオ品質の表示 
通話中にオーディオ品質が低いと感じた場合は、 問題はおそら くネッ トワークにあります。 問題の診断

やト ラブルシューテ ィングを行うために、これらの画面を表示するよう  LAN 管理者から要請されること
もあります。 内容は技術的ですが、 これらの画面には、 オーディオ品質の識別に役立つ情報が表示され

ます。

注：

注 ： [ネッ トワーク  オーディオ ヒンシツ （ネッ トワーク音声品質） ] ボタンは、通話中 （オフ
フ ック） にのみ表示されます。

1. オプシ ョンのメイン画面 （電話機の [OPTIONS] ボタンを押してアクセスする） から  [ネッ トワーク
オーディオ ヒンシツ （ネッ トワーク音声品質） ] を選択します。

設定されている場合は、 オーディオ ステータス画面 #1 が表示されます。 一番下の行にネッ トワー
クのオーディオ品質に関する状態が表示されます。

2. 最初のオプシ ョンのメイン画面に戻るには、 [モドル （戻る） ] ソフ トキーを押します。

表示のコン ト ラス トの変更

最初に起動したときは、 4610SW IP Telephone の表示エリアのコン ト ラス トは中間レベルに設定されて
います。 作業環境と照明に合わせて調整する場合は、 15 のコン ト ラス ト レベルを使用できます。 

注：

注 ： 設定は 15 段階ありますが、 各段階を見比べても、 違いがわかりに くい場合があります。
一部の高いまたは低いコン ト ラス ト レベルでは、 1 段階高いまたは低い設定にしても同
じように見えることがありますが、 問題はありません。

1. オプシ ョンのメイン画面 （電話機の [OPTIONS] ボタンを押してアクセスする） から  [ コン ト ラス ト
チ ョウセイ （コン ト ラス ト調整） ] オプシ ョンを選択します。

2. コン ト ラス ト を上げるには、希望のコン ト ラス ト レベルに達するまで [PAGE RIGHT] ソフ トキーを
押します。コン ト ラス ト を下げるには、希望のコン ト ラス ト レベルに達するまで [PAGE LEFT] ソフ
トキーを押します。 

ソフ トキーを押すたびに、押した矢印ソフ トキーに対応してレベルが上下します。不等号 （より大）
記号は、 現在のレベルを視覚的に確認するためのものです。 

3. [セーブ （保存） ] ソフ トキーを押して設定したコン ト ラス ト レベルを保存します。 または、 コン ト
ラス ト を変更しないで前の設定に戻すには、 [キャンセル ] ソフ トキーを押します。

2 つ目のオプシ ョンのメイン画面が表示されます。 
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機能ボタンのラベル付け

回線／機能ボタン （ ） は、 表示エリアの両側にあります。 これらのボタンにより、 コールアピア

ランス （回線） が使用できます。 また、 電話アプリケーシ ョ ンの呼に関連するその他の機能 （電話シス

テムまたはシステム管理者の設定により利用可能になるもの） も使用できます。 回線／機能ボタンは、

コールログなど、 別アプリケーシ ョンで専用機能ボタンと しても機能します。 

電話アプリケーシ ョ ンの機能ボタンのラベルは、 機能ボタンラベル付けオプシ ョ ンで変更できます。 た

とえば、 転送用の機能ボタンが 「CFwd」 という名前になっているのを、 「Fwd」 に変更したいというよ
うな場合です。 また、 い くつかの機能ボタンのラベルを変更してから、 デフォルト （初期値） のラベル

に戻したいという場合には、 このオプシ ョ ンで、 ラベルのデフォルトの値を確認してから、 希望に応じ

てデフォルトの値をリス トアすることができます。

1. オプシ ョンのメイン画面の2ページ目で、[キノウ ボタン ラベル（機能ボタンラベル）] を選択します。

機能ボタンラベル付けオプシ ョン画面が表示されます。 

2. 次のどちらかのオプシ ョンを選択します。

目的 操作

1 つまたは複数の
機能ボタンのラベ
ル変更

[キノウ ボタン ノ  ラベル ヘンコウ （機能ボタンのラベル変
更） ] を選択します。
機能ボタンラベル変更画面が表示されます。 
ステップ 3 に進みます。 

機能ボタンの初期
値のラベルを表示
する

[ ラベルノ  シ ョキチヲ  ヒ ョウジ （ラベルの初期値を表示） ] 
を選択します。 
初期値の機能ボタン表示画面が表示されます。 
初期値のラベルを確認してから、 [モドル （戻る） ] を選択
して、 機能ボタンラベル付けオプシ ョ ン画面を再度表示し
ます。

別のオプシ ョンを選択して、 ステップ 2 を繰り返します。

機能ボタンを初期
値のラベルに戻す

[キノウ ボタン ノ  ラベル ヘンコウ （機能ボタンのラベル変
更） ] を選択します。
機能ボタンラベル変更画面が表示されます。 
ステップ 3 に進みます。 

１の２
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3. ソフ トキーボタンエリアに左右のページインジケータが表示されている場合は、 機能ボタンのペー
ジが 2 ページ以上あります。 [PAGE RIGHT] または [PAGE LEFT] のインジケータを使用して、 ラ
ベルを変更する 1 つまたは複数の機能ボタンが表示されているページに移動します。

ページ間を移動しているときは、 上部の表示エリアに現在のページ番号が表示されます。 

注：

注 ： システム管理者が 1 つまたは複数のラベルをロックして、それらのラベルが編集不可能に
なっている場合があります。ロックされたラベルには白い影が付きます。ロックされてい

るため変更できない場合は、 そのボタンを選択したときにエラービープ音が鳴ります。

4. ラベルを変更する、 または初期値のラベルに戻す機能ボタンを押します。

機能ボタンラベル編集画面が表示されます。 参照用に、 現在のラベルが最初の機能ボタンの横に表
示されます。

5. 機能ボタンのラベルを変更する場合は、ダイヤルパッ ド と回線／機能ボタンを適宜使用しながら、新
しいラベルを （13 文字以内で） 入力します。 選択された機能ボタンをデフォルトのラベルにリス ト
アする場合は、 [ クリア ] を選択して以前に定義したラベルを削除します （データ入力の詳細につい
ては、 「第 3 章 ： 短縮ダイヤルアプリケーシ ョ ンの使用」 の 「ダイヤルパッ ド を使用した文字の入

力」 および 「入力中または入力後の編集」 を参照して ください）。

6. [セーブ （保存） ] を選択して、 新しい／変更されたラベルを保存します （または初期値のラベルに
戻します） 。 変更を保存したり初期値のラベルに戻したりせずに画面を終了する場合は、 [キャンセ
ル ] を選択します。

機能ボタンラベル付け画面が再度表示されます。

すべての機能ボタ
ンを初期値のラベ
ルに戻す

[シ ョキチノ  ラベルニ モドス （初期値のラベルに戻す） ] 
を選択します。 
機能ボタンの初期値のラベルのリストア画面が表示されま
す。 「スベテノ  キノウボタン ラベルヲ  シ ョキチニ モドシ
マスカ？ （全ての機能ボタンラベルを、 初期値に戻します
か？）」 というプロンプ ト と 「ヨケレバ、 「シ ョキチ」 ヲ  オ
シマス。 （よければ初期値を押します）」 というプロンプ ト
が表示されます。
初期値のラベルをリス トアする場合は、 [シ ョキチ （初期
値） ] を選択します。 変更を実行せずに機能ボタンラベル
付けオプシ ョン画面に戻る場合は、 [キャンセル ] を選択し
ます。

機能ボタンラベル付けオプシ ョ ン画面が表示されます。 

変更せずに 2 つ目
のオプシ ョンのメ
イン画面に戻る

[モドル （戻る） ] を選択します。

目的 操作

２の２



4610SW IP Telephone のログオフ

第 2.2 版 2005 年 4 月 65

 

注：

注 ： 一部の機能ボタンは、 使用する電話機ソフ トウェアの一部と して提供されています。 ソ

フ トウェアをアップグレードすると、 標準の機能ボタンのラベルが新しい標準ラベルで

上書きされ、 それまでに行われたラベル変更が消去されることがあります。

4610SW IP Telephone のログオフ
ユーザーが不在時に許可のない使用を防止するため、 またはプライバシー保護のために、 電話機をログ

オフすることができます。 2 つ目のオプシ ョンのメイン画面で [ログオフ ] オプシ ョンを探します。

! 注意：
注意 ： ログオフすると、 自動バッ クアップ／リス トアが有効にされていない場合は、 コールロ

グの記録が削除されると ともに、 設定を変更していたオプシ ョ ンがデフォルトの値に戻

ります。

1. 電話機をログオフする場合は、任意のアプリケーシ ョン画面で、ソフ トキーの右下にある [OPTIONS]
ボタンを押します。 次に [PAGE RIGHT] ボタンを押します。 

2 つ目のオプシ ョンのメイン画面が表示されます。 

2. [ログオフ ] オプシ ョンの左右どちらかの回線／機能ボタンを選択します。

ログオフ画面に 「ログオフ  シマスカ？ （ログオフしますか？）」 というプロンプ トが表示されます。 

3. ログオフを実行する場合は、 [ハイ （はい） ] の左右どちらかの回線／機能ボタンを押します。 ログ
オフせずにオプシ ョ ンのメイン画面に戻る場合は、 [イイエ （いいえ） ] の左右どちらかの回線／機
能ボタンを押します。

[ハイ （はい） ] を選択すると、 コールサーバから電話機の登録が抹消されると ともに、 コールログ
のエン ト リが削除され、 設定したオプシ ョンがデフォルトの値に戻ります。

[イイエ （いいえ） ] を選択すると、 2 つ目のオプシ ョンのメイン画面が表示されます。電話機のネッ
トワークへのログオンが維持されているため、 コールログとオプシ ョンの設定はそのままです。

ログオフ後の電話機の復元

電話機をログオフすると、 1 行目に 「Ext. =」 と表示されます。

1. ログオフ後に電話機を復元する場合は、該当する内線番号をダイヤルパッ ドで入力してから、シャー
プ （#） キーを押します。

パスワードの入力を求めるプロンプ トが表示されます。

2. ダイヤルパッ ドで PBX／スイッチで設定されているパスワードを入力してから、シャープ （#） キー
を押します。

これで電話機を使用できるようになります。
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バッ クアップ／リス トアオプシ ョン

4610SW IP Telephone のバッ クアップと リス トアオプシ ョンでは、 以下のことを実行できます。

● オプシ ョン／プリファレンス設定、短縮ダイヤルボタンのラベル、名前、番号、 および機能ボタン

のラベルをバッ クアップできます。 このバッ クアップは、 これらの設定またはボタンのいずれかに

ついて変更が保存されるたびに自動的に行われます。自動バックアップにより、アクテ ィ ブな設定

およびボタンのラベルのバッ クアップファイルをリストアできるため、前述のデータをシステムの

障害から保護することができます。

● 電話機に障害があった場合または電話機を交換する場合に、オプシ ョンの設定、短縮ダイヤルボタ

ンのラベル、 名前、 番号、 および機能ボタンのラベルをリストアできます。

● ネッ トワークサーバアドレス、バッ クアップデータ保存用のディ レク ト リパス、電話機からサーバ

にアクセスする場合のユーザー ID およびパスワードなどの FTP （ファイル転送プロ ト コル） 設定
データを確認または変更できます。

● また、 自動バッ クアップが実行されたかどうかも確認できます。

電話システムにはそれぞれに独自の特性が備わっているため、 通常、 バッ クアップ／リス トアオプシ ョ

ンを変更する場合は、 システム管理者のサポートが必要になります。 例えば、 システム管理者に問い合

わせない限り、FTP パラ メータを設定するために入力が必要なサーバ IP アドレスをユーザーが把握して
いることは少ないためです。

上記のオプシ ョ ンを確認または変更する場合は、 3 つ目のオプシ ョ ンのメイン画面で、 [バッ クアップ /
リス トア ] を選択します。 関連するすべてのバッ クアップ／リス トアのオプシ ョ ンおよび設定が含まれ
るバッ クアップ／リス トアメイン画面が表示されます。

注：

注 ： バックアップ／リス トアメイン画面で、 [ジドウ バッ クアップ （自動バッ クアップ） ] の
設定を確認して、 電話機に自動バッ クアップがすでに設定済みであるかどうかを判断し

ます。 デフォルトではディスエーブル （無効） になっています。 このため、 自動バッ ク

アップは、 設定をイネーブル （有効） にした場合にのみ実行されます。 システム管理者

が、 管理の一環と してバッ クアップ／リス トアオプシ ョ ンを無効にしている場合は、 こ

れらのオプシ ョンを有効にすることはできません。
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バッ クアップ中に保存される設定

バックアップ／リス トアのオプシ ョンが正し く設定されている場合、バックアップ／リス トアによって、

以下の設定が保存されます。

● 着信音設定

● リダイヤル設定

● 応答時電話画面を表示 ? （はい／いいえ）

● 発信時電話画面を表示 ? （はい／いいえ）

● 通話時間を表示 ? （はい／いいえ）

● メ ッセージ表示速度 （遅い／速い）

● 着信時ランプ表示 （はい／いいえ）

● コン ト ラス ト設定

● 表示言語

● イーサネッ ト設定

● 自動バッ クアップ （有効／無効）

● FTP サーバの IP アドレスの設定

● FTP ディ レク ト リパス

● FTP ユーザー名

自動バッ クアップオプシ ョンの設定 

オプシ ョンの設定、機能ボタンのラベル、短縮ダイヤルボタンのラベル、名前、番号などの値を変更する

たびに、その設定値の自動バックアップを実行するには、自動バックアップの設定をイネーブルに変更す
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る必要があります。 この設定がディスエーブルになっている場合、 この設定を変更するためには、バック

アップデータの保存先となる FTP サーバなどの追加情報の入力が事前に必要になることがあります。 

1. FTP ステータスの行の下に表示されるメ ッセージが次のどれに該当するかを確認し、 指示の操作を
行います。

2. オプシ ョ ンの設定、 機能ボタンのラベル、 短縮ダイヤル情報を変更するたびに、 これらすべてを自
動バッ クアップするには、 [ジドウ バックアップ （自動バッ クアップ） ] の左右どちらかの回線／機
能ボタンを選択します。

設定がディスエーブル （無効） からイネーブル （有効） に変更されます。

3. この選択を保存する場合は、 [セーブ （保存） ] を選択します。 変更を実行せずに終了する場合は、
[キャンセル ] を選択します。

バッ クアップ／リス トア設定がイネーブル （有効） になっている 3 つ目のオプシ ョ ンのメイン画面
が表示されます。

バッ クアップファイルからのデータの受信と リス トア

最後に実行されたバッ クアップファイルからのリス トア手順には 2 つのステップがあります。まず、バッ
クアップファイルを受信します （通常はシステムの障害時または電話機の交換時に行います）。次に、受

信したデータで電話機の現在のデータを置き換えることを確認します。 

注：

注 ： バッ クアップデータの受信と リス トアは十数秒かかる場合もあります。 進行中は電話機

を操作しないで ください。 

1. バックアップ／リス トアメイン画面で、 [ホゾン データヲ  ジュシン （保存データを受信） ] を選択し
ます。

4610SW が FTP （ファイル転送プロ ト コル） プロセスを開始し、 サーバからの最新のバッ クアップ
ファイルの受信を試みます。 「FTP ファイル ジュシンチュウ ... （FTP ファイル受信中 ...） 」 という

状態 操作

メ ッセージが表示されてい
ない

自動バッ クアップの設定をディスエーブル （無効） からイネー
ブル （有効） に切り替える場合は、 ステップ 2 に進みます。
2 つ目のオプシ ョンのメイン画面を表示する場合は、 [モドル
（戻る） ] を選択します。 

「コ ノキノウニハFTPサー
バノ  IPアドレスガ ヒツヨ
ウデス。 （この機能には 
FTP サーバの IP アドレス
が必要です）」 という メ ッ
セージが表示されている

バックアップデータの保存先となるサーバの FPT アドレスと  
FTP ディ レク ト リ、 またはどちらかの情報を入力する必要があ
ります。 
この情報および電話システムに関する具体的な指示について、
システム管理者に問い合わせて ください。 そのうえで、
70 ページの 「ユーザー ID、 パスワード、 およびその他の FTP
（ファイル転送プロ ト コル） オプシ ョンの設定」 の説明に従っ
てサーバアドレスを追加してから、 ステップ 2 に進みます。
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メ ッセージが表示されます。 場合によっては、 追加的なメ ッセージと して次のいずれかが表示され
ることがあります。 

2. バッ クアップファイルの受信またはリス トアを実行せずにバッ クアップ／リス トアメイン画面に戻
る場合は、 [キャンセル ] を選択します。

バッ クアップデータの受信またはリス トアがキャンセルされると、 一部の受信されたデータがあっ
ても、 これらは廃棄されます。 バッ クアップ／リス トアメイン画面が再度表示されます。

注：

注 ： 電話管理者は、 短縮ダイヤルボタンに変更を加える機能をオフにするこ とができます。

この機能がオフになっている場合、 バッ クアップファイルは正常に受信できますが、 こ

のバッ クアップファイルの短縮ダイヤルボタンのラベルに対して行った変更は無視され

ます。

状態 操作

サーバ接続後に、 バッ ク
アップファイルのデータ
が適切な形式で受信され
た場合

「ファイル ジュシン カンリ ョウ （ファイル受信完
了）」 および 「[セーブ ] ヲ  オスト  ゲンザイ ノデータ
ハ ジュシンデータニ ヘンコウサレマス。 （保存を押
すと現在のデータは受信データに変更）」 という
メ ッセージが表示されます。 
[セーブ （保存） ] を選択します。 
以前の値はすべて、 バッ クアップファイルのデータ
で置き換えられました。 バッ クアップ／リス トアメ
イン画面が再度表示されます。 

FTP サーバへの接続が
できなかった場合

「FTPサーバニ アクセスデキマセン （FTP サーバに
アクセスできません）」 という メ ッセージが表示さ
れます。 
[ リ ト ライ ] を選択します。 接続されたら、 受信に
成功したかどうか、 メ ッセージを再度確認し、 指示
に従います。

それでも接続できない場合は、 サーバがビジーまた
はダウン状態である可能性があります。 [キャンセ
ル ] を選択してバッ クアップ／リス トアメイン画面
に戻り、 後でも う一度リス トア手順を実行します。

あるいは、 システム管理者に問い合わせて、 サーバ
の IP アドレスを再確認してもよいでし ょ う。

FTP サーバに接続しても、
指定したディ レク ト リに
ファイルが見つからない
場合、 または何らかの理
由で受信ができない場合

「ファイルヲ  シュ ト ク  デキマセン （ファイルを取得
できません）」 という メ ッセージが表示されます。

システム管理者に対処方法を問い合わせて ください。
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ユーザー ID、 パスワード、 およびその他の FTP
（ファイル転送プロ ト コル） オプシ ョンの設定

システム管理者は、ネッ トワーク上の各 4610SW IP Telephone について必要なパラ メータを設定してい
ます。 ほとんどのパラ メータは、 ネッ トワークサーバにて設定済みであり、 ネッ トワーク内のすべての

電話機に適用されるものです。 パラ メータの中には、 特定の場所、 部門、 またはグループの電話機専用

になっているものが一部あります。 専用のものを含め、 これらの設定値は、 FTP （ファイル転送プロ ト
コル） 設定画面に表示されます。 この画面には、 次の情報が表示されます。

● サーバ IP アドレス - データのバッ クアップやリス トア、 その他のネッ トワーク関連機能を行う際
に、 4610SW IP Telephone が接続されるサーバです。 電話機が修理される場合は、 この値が削除
されるため、 値を再設定する必要があります。

● ディ レク ト リパス - バッ クアップ中に電話機のデータ （短縮ダイヤルのラベル、名前、番号、 オプ
シ ョ ン、 および機能ボタンのラベルなど） が送信され、 そこからデータの受信やリス トアが行われ

るサーバ上のディ レク ト リのパスを表示しています。

● ユーザー名とパスワード  - サーバのセキュリテ ィ保護のために各電話機ユーザーに割り当てられ
た識別子です。 

注：

注 ： 電話機の製造および修理時には、 すべての FTP 設定が空白になります。 

FTP 情報は、 サーバの運用と電話機データの適切なバッ クアップに影響を及ぼす場合が
あるため、 設定はシステム管理者に問い合わせてから更新して く ださい。 

引き続き必要となるユーザー名とパスワードは、 サーバへのアクセスを可能にするもの

です。 サーバにアクセスすることにより、 バッ クアップやその他の （将来の） サーバ関

連機能の実行が可能になります。このユーザー名とパスワードは、Avaya Communication
Manager の登録 ID およびパスワード とは別のものです。 登録 ID およびパスワードは、
該当する電話機システム上で内線電話機の使用権限がある登録ユーザーであることを確

認するためのものです。
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1. FTP 設定の更新を行う場合は、バックアップ／リストアメイン画面で、 [FTP セッテイ （FTP 設定） ]
を選択します。

最初の FTP 設定メイン画面が表示されます。 

2. 次のどちらかのオプシ ョンを選択します。

目的 操作

サーバ IP アド
レスの追加また
は更新

サーバ IP アドレス／ディ レク ト リパスの直下の行にある回線
／機能ボタンを押します。 
FTP サーバアドレス入力画面が表示されます。 上部に 「IPア
ドレスヲ  ニュウリ ョ ク （IP アドレスを入力して ください）」
（サーバ名が割り当てられていない場合） または 「IP アドレス 
マタハ DNS ネーム （<17モジ） （IP アドレスまたは DNS ネー
ム）」 （既存のサーバアドレスを変更する場合） というプロンプ
トが表示されます。 
ダイヤルパッ ド と回線／機能ボタンを適宜使用しながら、 16 
字以内でアドレス／名前を入力します （データ入力の詳細につ
いては、 「第 3 章 ： 短縮ダイヤルアプリケーシ ョンの使用」 の
「ダイヤルパッ ドを使用した文字の入力」 および 「入力中また
は入力後の編集」 を参照して ください）。 [セーブ （保存） ] を
選択して、 設定を保存し、 最初の FTP 設定メイン画面に戻り
ます。

ディ レク ト リパ
スの追加または
更新 （データの
バックアップ保
存先）

サーバ IP アドレス／ディ レク ト リパスの下の最下行にある回
線／機能ボタンを押します。 
FTP ディ レク ト リパス入力画面が表示されます。上部に 「FTP 
ディ レク ト リ  パス （<23モジ）」 というプロンプ トが表示され
ます。 
ダイヤルパッ ド と回線／機能ボタンを適宜使用しながら、 シス
テム管理者より入手したパスを （22 文字以内で） 入力します
（データ入力の詳細については、 「第 3 章 ： 短縮ダイヤルアプリ
ケーシ ョンの使用」 の 「ダイヤルパッ ドを使用した文字の入
力」 および 「入力中または入力後の編集」 を参照して くださ
い）。 [セーブ （保存） ] を選択して、 設定を保存し、 最初の 
FTP 設定メイン画面に戻ります。
または、 [ クリア ] を選択して現在のパスを削除してから、 新
しいパスを入力することもできます。 [キャンセル ] を選択す
ると、 現在のパスを変更せずに、 バッ クアップ／リス トアのメ
イン画面に戻ることができます。

１の２
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3. 追加または変更する各 FTP 設定について、 これらの手順をステップ 1 から繰り返します。

サーバ用ユー
ザー名の追加ま
たは更新

[PAGE RIGHT] または [PAGE LEFT] ボタンを押して、 2 つ目
の FTP 設定メイン画面を表示します。 [ユーザーメイ （ユー
ザー名） ] を選択します。 
FTP ユーザー名入力画面が表示されます。 上部に 「FTP ユー
ザー ネーム （<16） （FTP ユーザー名）」 というプロンプ トが表
示されます。 
ダイヤルパッ ド と回線／機能ボタンを適宜使用しながら、 サー
バにアクセスするためのユーザー名を （15 文字以内で） 入力
します （この名前は、 システム管理者により提供されるか、 管
理者が提供しているパラ メータを使用して自分で選択できるも
のです）。 （データ入力の詳細については、 「第 3 章 ： 短縮ダイ
ヤルアプリケーシ ョ ンの使用」 の 「ダイヤルパッ ドを使用した
文字の入力」 および 「入力中または入力後の編集」 を参照して
ください）。

[セーブ （保存） ] を選択して、 設定を保存し、 最初の FTP 設
定メイン画面に戻ります。

サーバパスワー
ドの追加または
変更

[パスワード ] を選択します。
FTP パスワード入力画面が表示されます。 上部に 「FTP パス
ワード （<13モジ）」 というプロンプ トが表示されます。 
ダイヤルパッ ド と回線／機能ボタンを適宜使用しながら、 パス
ワードを入力します （システム管理者により提供されたパラ
メータを使用）。 [セーブ （保存） ] を選択して、 設定を保存し、
最初の FTP 設定メイン画面に戻ります。

選択された FTP 
設定を変更せず
にバッ クアップ
／リス トアメイ
ン画面に戻る

[キャンセル ] を選択します。 
変更が実行されずに、 最後に表示されていた FTP 設定メイン
画面が再度表示されます。 

目的 操作 （続き）

２の２
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表示言語の選択

ユーザーは、使用する 4610SW IP Telephone のインタフェースに表示される言語を変更できます。標準
（スタンダード） のファームウェアの言語オプシ ョンは、 以下のとおりです。

● 英語 （デフォルトの表示言語）

● フランス語

● イタ リア語

● 日本語 （カタカナ表示のみ）

● スペイン語

● ド イツ語

● オランダ語

● ポルトガル語

さらに、 4610SW IP Telephone は、 次の 3 つの言語構成のいずれかを提供します。

● 前の一覧に表示されている 「標準」 言語構成。

● 英語、 中国語、 ロシア語、 ヘブライ語

● 英語、 日本語 （カタカナ表示と漢字表示）、 ロシア語、 ヘブライ語

1. 3 つ目のオプシ ョンのメイン画面の [ ヒ ョウジ ゲンゴヲ  センタク（表示言語を選択）] を選択します。

最初の言語選択画面が表示されます。

2. 変更する言語が表示されている場合は、 ステップ 3 に進みます。 変更する言語が表示されていない
場合は、 最初に [PAGE RIGHT] インジケータを使用して、 2 つ目の言語選択画面に移動します。

3. 電話機の使用中の表示に使用する言語の横の回線／機能ボタンを選択します。

現在アクテ ィ ブな言語を選択した場合は、 3 つ目のオプシ ョ ンのメイン画面が再度表示され、 操作
は実行されません。 

現在アクテ ィ ブな言語以外の言語を選択すると、 言語確認画面が表示されます。 現在アクテ ィ ブな
言語と新し く選択した言語の両方で 「ヨロシイデスカ？ （よろしいですか？）」 というプロンプ トが
表示されます。 画面の下にある 4 つのソフ トキーには、 現在アクテ ィ ブな言語と新し く選択した言
語の両方でそれぞれ 「ハイ （はい）」 および 「イイエ （いいえ）」 のラベルが付きます。
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4. 次のどちらかのオプシ ョンを選択します。

電話機／PC イーサネッ ト インタフェースの変更
4610SW IP Telephone は、 通常は、 オプシ ョンで接続された任意の PC と自動ネゴシエーシ ョンモード
で通信します。つまり、 PC と電話機が接続されている場合は、 この PC と電話機の両方の組み合わせに
より通信モードが決まります。 ユーザーまたはシステム管理者が、 この通信を強制的に特定の設定にす

る必要がある場合があります。

1. 3 つ目のオプシ ョンのメイン画面で、 [PC イーサネッ ト  インタフェース （PC イーサネッ ト インタ
フェース） ] を選択します。

最初の PC イーサネッ ト インタフェース画面が表示され、 現在の設定が示されます。 

2. 変更する設定が最初の画面に表示されている場合は、 ステップ 3 に進みます。 変更する設定が最初
の画面に表示されていない場合は、 [PAGE RIGHT] インジケータを使用して 2 つ目の画面に移動し
ます。

3. 希望する設定の左右どちらかの回線／機能ボタンを押します。

最初の画面に表示される現在の設定が、 選択した設定に変更されます。

4. この選択を保存する場合は、 [セーブ （保存） ] を選択します。 もとの設定を変更せずにリストアす
るには、 [キャンセル ] を選択します。

3 つ目のオプシ ョンのメイン画面が再表示されます。 

目的 操作

現在の言語から新し
い言語への変更を続
ける

どちらかの [ハイ （はい） ] ソフ トキーを押します。 
現在使用中の異言語が新し く選択した言語に変更されま
す。 3 つ目のオプシ ョンのメイン画面が再度表示されま
す。 すべての画面が新しいユーザーインタフェース言語
で表示されるようになります。 

ユーザーインタ
フェース表示言語を
変更せずに、 現在ア
クテ ィ ブな言語を維
持する

どちらかの [イイエ （いいえ） ] ソフ トキーを押します。
言語が変更されずに、言語選択画面が再度表示されます。 
別の言語を選択する場合は、 ステップ 2 以降を繰り返し
ます。 3 つ目のオプシ ョンのメイン画面に戻る場合は、
[モドル （戻る） ] を選択します。 
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着信音オプシ ョン

4610SW IP Telephone には、 8 種類の着信音パターンオプシ ョンがあります。 [チャクシンオンセッテイ
（着信音設定）] オプシ ョンを使用して、各パターンを聞き、8 つの中から  1 つを選択することができます。

このオプシ ョンを選択するには、電話機の [OPTIONS] ボタンを押します。次に [PAGE LEFT] ページイ
ンジケータを押して、 [チャクシンオンセッテイ （着信音設定） ] を選択します。

1. 最初の 4 つの着信音を鳴らすには、 鳴らす着信音に対応する番号の左右どちらかの回線／機能ボタ
ンを押します。残りの 4 つの着信音を鳴らすには、[PAGE LEFT] または [PAGE RIGHT] インジケー
タを押して次の画面を表示します。 次に、 鳴らす着信音に対応する番号の左右どちらかの回線／機

能ボタンを押します。

[ゲンザイ ノ  パターン （現在のパターン） ] の番号が選択したパターンに変わり、1 回だけ鳴ります。 

2. 希望するパターンが [ゲンザイ ノ  パターン （現在のパターン） ] と して表示されるまでステップ 1 を
繰り返します。

3. [セーブ （保存） ] ソフ トキーを押して設定を保存します。変更しないで前の設定に戻すには、 [キャ
ンセル ] ソフ トキーを押します。

4 つ目のオプシ ョンのメイン画面が表示されます。 

注：

注 ： 着信音パターンの選択中にオフフ ッ ク、 呼の着信、 または停電の状態になると、 処理が

中断されるため、 ステップ 1 からやり直す必要があります。

着信音の音量は、 16 ページの 「音量コン トロール」 の表 1の番号 14 で説明されている
音量コン トロールを使用して調整します。
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第 7 章 ： ヘッ ドセッ ト とハンドセッ ト

はじめに

この章では、 IP Telephone で利用可能なヘッ ドセッ ト と特別仕様のハンドセッ トについて説明します。 

4600 シリーズ IP Telephone のヘッ ドセッ ト
Avaya では、Avaya ブランドまたは Avaya ロゴの付いたヘッ ドセッ ト とヘッ ドセッ トアダプタのみをサ
ポート します。

4600 シリーズ IP Telephone で利用可能な Avaya ヘッ ドセッ トにはさまざまな種類があります。 利用可
能なヘッ ドセッ ト を確認するには、 http://www.avayaheadsets.com/index.htmlにアクセスして く だ
さい。

ヘッ ドセッ ト を使用するには、ヘッ ドセッ トアダプタ／コネクタが必要です。 Avaya では、 4600 シリー
ズ IP 端末用として以下の 3 種類のヘッ ドセッ トアダプタを用意しています。 

● MIP-1 は、Avaya コードレスヘッ ドセッ ト と ともに使用することでリモート応答および発信機能を
提供します。

● モジュラーベース増幅器 （M12LUCM） は、 ヘッ ドセッ ト を長時間装着して使用するユーザー向け
の高性能ソ リューシ ョンです。

● HIP コードは、 ヘッ ドセッ ト と  Avaya IP Telephone の基本的な直接接続を可能にします。

Avaya では、 コードレスヘッ ドセッ ト ソ リューシ ョン （LKA10） も用意しています。ベースから最大 150
フ ィート離れた位置での使用が可能になります。LKA10 を MIP-1 と ともに使用すると、4610SW、4620、
4620SW、 および 4630SW の各 IP Telephone でリモート応答と発信ができます。MIP-1 は別途注文する
必要があります。 LKA10 は、 MIP-1 を使用しない場合でもほかの Avaya IP 電話機と機能しますが、 そ
の場合はリモート応答と発信はできません。 

http://www.avayaheadsets.com/index.html
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次の表は、 Avaya のコード付きヘッ ドセッ ト コネク タ と コードレスヘッ ドセッ ト コネク タの一覧です。
発注コードも記載しています。 

注：

注 ： 使用する IP 電話機に固定のヘッ ドセッ トボタンがない場合は、 HIP コードの使用時に
ヘッ ドセッ ト操作ができるようにシステム管理者が電話機を設定する必要があります。

4600 シリーズ IP Telephone のハンドセッ ト
特別仕様のハンドセッ トは、 背景雑音の多い環境、 聴覚障害のあるユーザー、 およびその他の特殊な目

的で使用します。 使用する電話機用の特別仕様ハンドセッ ト、 および取り替え用ハンドセッ トについて

は、 次の表を参照して ください。 

ヘッ ドセッ ト コネクタ 種類 発注コード

M12LUCM コード付き 407639715

HIP コード コード付き 700212442

LKA10
（ヘッ ドセッ ト を含む）

コードレスソ リューシ ョン 408271385

MIP-1 アクセサリ 700281074

ハンドセッ ト コネクタ 種類 発注コード

AK1A-2001 取り替えハンドセッ ト 700203797

AK5A-1001 Push-to-Talk ボタン付き 700229727

AK6A-1001 音量増幅機能付き 700229735

 AK8A-1001 背景雑音の多い環境向け 700229743
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第 8 章 ： 電話機の管理と ト ラブルシューテ ィング

はじめに

4600 シリーズ IP Telephone はト ラブルが起こりに くい設計となっています。 この章では、 次の項目に
関して役立つ情報を提供します。

● さまざまな着信音の解釈 

● 4610SW の表示記号の解釈 

● 正し く動作していることを確認するための電話機のテスト

● 基本的なト ラブルシューテ ィング。 この項では、エンドユーザーが経験するもっとも一般的な問題

と推奨する解決方法を提供します。 

● アプリケーシ ョン固有のト ラブルシューテ ィング。 この項では、 4610SW のアプリケーシ ョン （電
話、 短縮ダイヤル、 コールログ、 Web アクセス） に固有の問題と解決方法について説明します。

● 基本的なト ラブルシューテ ィングで問題が解決しない場合の電話機のリセッ トまたは電源のオン／

オフ  

さらに、 「第 6 章 ： 4610SW IP Telephone のオプシ ョ ン」 では、 システム管理者からの要請に応じて特
定の問題のト ラブルシューテ ィ ングに使用できるい く つかのステータス画面について説明します。 IP
Telephone に関するその他のすべての質問と問題については、システム管理者にお問い合わせください。 

着信音の解釈 
IP Telephone の操作に慣れると、 着信呼に応答するとき、 またはハンドセッ ト を使用しているときにさ
まざまな音を認識できるようになります。 次の図に、 聞こえる音の概要を示します。 使用しているシス

テムにこの説明が当てはまるかどうかをシステム管理者に確認して く ださい。 着信音は着信呼があると

鳴ります。 フ ィードバッ ク トーンは、 ハンドセッ ト （受話器） またはスピーカから聞こえる音です。
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注：

注 ： これらの着信音は、 電話機本体ではな く構内交換機 （PBX） 経由で送られて く る トーン
のため、 次の一覧とは異なる場合があります。 特に、 米国以外の各国の仕様に応じて設

定された PBX の場合には、 この可能性が高 く なります。 

着信音トーン 意味

着信音 1 回 -------- 別の内線からの呼

着信音 2 回 -------- ------- 外線またはシステム管理者からの呼

着信音 3 回 ------ ------ ------ ほかの内線からの優先呼または自動コールバッ ク
コールからの呼

短い着信音 （ピンという音） --- 離席機能 （SAC） または可変不在転送機能がアク
テ ィ ブになっているため、 呼がユーザーの電話機か
ら別の電話機に転送されている。

フ ィードバック （ハンドセッ ト）

トーン

意味

ビジー --- --- --- 速 く繰り返される低い音 （1 分間に 60 回） で、 ダイヤ
ルした番号が通話中であることを示します。

コールウェイテ ィングリングバッ ク
トーン ---_

低い音の信号が最後に付 く リングバック トーン。 電話
をかけた内線がビジーであり、 被呼者にコールウェイ
テ ィング トーンが聞こえていることを示します。 

コンファ メーシ ョン -- -- -- 3 回の短い断続音。 機能のアクテ ィ ブ化やキャンセルが
受け入れられたことを示します。

カバレッジ - 1 回の短い断続音。 呼が別の内線に転送されてカバリン
グユーザーが応答することを示します。

ダイヤル --------- ダイヤルを開始できることを示す連続音

インターセプ ト／タイムアウ ト  
-_-_-_-

高音と低音が交互に鳴り、 ダイヤルのエラーまたは要
求したサービスが受け付けられなかったことを示しま
す。 または、 ハンドセッ ト を持ち上げてから、 または
前の数字をダイヤルしてから事前設定した時間 （通常
は 10 秒間） 内に続 く番号がダイヤルされなかったこと
を示します。

リコールダイヤル - - - ----------- 3 回の短い断続音の後に一定の発信音が続き、 要求した
機能が受け入れられて、 ダイヤルを開始できることを
示します。

リオーダー -- -- -- -- -- -- 1/2 秒ごとに繰り返される速いビジートーンで、 電話の
すべてのト ランク回線がビジーであることを示します。

リングバッ ク  ---- ---- ---- ---- 1 分間に 15 回繰り返される低い音で、 ダイヤルした番
号の着信音が鳴っていることを示します。
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表示アイコンの解釈

IP Telephone の表示に慣れて く ると、 呼の状態または電話機の状態に関連するアイコンまたは記号を認
識できるようになります。 次の図に、 表示されるアイコンの概要を示します。 使用しているシステムに

この説明が当てはまるかどうかをシステム管理者に確認して く ださい。

電話機のテスト

テスト機能を使用すると、 電話機のランプと表示画面が正し く動作しているかどうかを確認できます。

電話機のランプと表示のテスト

1. 電話機がアイ ドル状態 （オンフ ッ ク） のときに、 [MUTE] ボタンを押して放し、次にダイヤルパッ ド
で番号 8 3 7 8 # （TEST を表す） を押します。 

画面にセルフテストの開始が表示されます。テス トに合格した場合は、「Self test Passed #=end」 と
いう メ ッセージが表示されます。 テス トがうま くいかなかった場合は、 「Self test Failed #=end」 と
いう メ ッセージが表示されます。 

2. # を押して電話画面に戻ります。

電話機の電源が入っているのに表示画面に何も表示されない場合は、 電話機の交換が必要な場合があり

ます。 サポート とその他のト ラブルシューテ ィング情報については、 システム管理者にお問い合わせく

ださい。 

アイコン 意味

アイコン は表示されない アイ ドル。 回線が使用可能であることを示します。 

アクテ ィ ブ。 回線が使用中であることを示します。

保留。 この回線で呼が保留であることを示します。

着信。 この回線に着信呼が入ってきたことを示します。

（ソフ ト ） 保留。 この回線の呼が、 会議または転送のために
現在保留状態にあることを示します。
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基本的なト ラブルシューテ ィングチャート

問題／症状 推奨する解決方法

初めて接続したときに電話機が
アクテ ィ ブにならない

システム管理者が電話機をすでに初期化している場合
を除き、 操作可能になるまでには数分間かかります。
プラグを差し込むと、 電話機は、 接続先のサーバから、
動作ソフ トウェア、 IP アドレス、 システム管理者がプ
ログラムした特殊な機能のダウンロードをただちに開
始します。 10 分以上かかる場合は、 システム管理者に
報告して ください。

電源供給の中断後に電話機が
アクテ ィ ブにならない

プラグを引き抜いた後、 電話機の電源を切った後、
サーバに問題が発生した後、 またはその他の電源の中
断が発生した後は、 再び初期化されるまで数分間待っ
て く ださい。

電話機が以前は動作していたが
現在は動作しない

システム管理者にお問い合わせください。

スピーカが動作しない スピーカがオフになっていないかどうかシステム管理
者にお問い合わせください。

電話機が鳴らない 音量コン トロールキーを使用して、 着信音量を高いレ
ベルに設定します。 
別の電話機からユーザーの内線に電話をかけ、 この推
奨する解決方法をテスト します。 

表示画面にエラー／情報メ ッセージ
が表示される

ほとんどのメ ッセージには、 サーバ／電話機間のやり
取りが関連しています。 
通話中、 表示画面に突然 「Discovering...,」 と表示され
た場合は、 電話機とコールサーバー間のネッ トワーク
接続が中断したことを表しますが、 通話は接続された
状態のままです。 電話機が自動的にコールサーバーへ
の再登録を開始しますが、 再登録が完了するまで、 管
理された機能ボタンや、 転送などの交換機能にアクセ
スできません。

受信したメ ッセージに基づいて問題を解決できない場
合は、 システム管理者に解決を要請して ください。

１の２



基本的なト ラブルシューテ ィングチャート

第 2.2 版 2005 年 4 月 83

 

表示画面に文字が表示されない 「初めて接続したときに電話機が アクテ ィ ブにならな
い」 を参照して ください。 
電話機のすべてのコード類をチェ ックして、 正し く接
続されていることを確認します。 
電源をチェ ッ クして、 電話機に電源が供給されている
ことを確認します。

次のテスト手順を実行します。 電話機がアイ ドル状態
（オンフ ッ ク） のときに、 [MUTE] ボタンを押して放し、
次にダイヤルパッ ドで番号 8 3 7 8 # （TEST を表す）
を押します。 表示画面にセルフテストの開始が示され、
テス トの合否が報告されます。 電話機の電源が入って
いるのに表示画面に何も表示されない場合は、 電話機
の交換が必要な可能性があります。

これらの推奨する解決方法では問題が解決しない場合
は、 システム管理者のサポートのもと、 電話機をリ
セッ トするか、 電源をオフにした後にオンにします。

オーディオ品質が低い。 特に、 ハン
ドセッ トの使用中にエコーが聞こえ
る、 突然音声が途切れてその状態が
続 く （会話の途切れ）、 スピーチが
音飛びしたり、 ひずんだりする

この問題はネッ トワークのさまざまな問題によって発
生します。

この問題に関連する具体的な情報をシステム管理者に
提供できるように、 ネッ トワーク  オーディオヒンシツ
（ネッ トワーク音声品質） 画面 （「第 6 章 ： 4610SW IP 
Telephone のオプシ ョン」 の 「ネッ トワークオーディオ
品質の表示」 で説明） にアクセスします。 
LAN 管理者に連絡し、 問題をできるかぎり完全に説明
します。

発信音が聞こえない ハンドセッ ト と回線コードの両方が電話機にしっかり
と接続されていることを確認します。 電話機のプラグ
を抜いて接続し直した場合に、 動作にわずかな遅延が
発生することに注意して ください。 
システム管理者のサポートのもと、 電話機をリセッ ト
するか、 電源をオフにした後にオンにします （詳細に
ついては、 「IP Telephone のリセッ ト と電源のオン／オ
フ」 の項を参照して く ださい）。

前述のステップを実行しても希望の結果が得られない
場合は、 システム管理者にお問い合わせください。 

本書記載どおりに機能が動作しない
（たとえば、 [REDIAL] ボタンが記
載どおりに機能しない）

手順を確認して、 も う一度実行して ください。 一部の
機能では、 最初にハンドセッ ト を持ち上げて、 電話機
をオフフ ッ クにする必要があります。 
前述の操作を実行しても希望の結果が得られない場合
は、 システム管理者にお問い合わせください。 電話機
システムが、 その設置だけに適用される特定の機能用
にプログラムされていることもあります。 

IP Telephone に関するその他の
すべての問題

システム管理者にお問い合わせください。

問題／症状 推奨する解決方法 （続き）

２の２
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4610SW のアプリケーシ ョンのト ラブルシューテ ィング

問題／症状 推奨する解決方法

一般 ： 
本書の説明どおりに機能が動作し
ないか、 以前と同様に動作しない

手順を確認して、 も う一度実行して ください。 
次の内容をチェ ッ クして、 操作している特定のアプリ
ケーシ ョンを ト ラブルシューテ ィングして く ださい。

オプシ ョンが変更されていないことを確認します。 
これらの操作を行っても希望の結果が得られない場合
は、 システム管理者にお問い合わせください。

現在は新しい電話機にログオンし
ていているが、 古いデータと設定
が表示されない

新しい電話機は元の電話機と違う場所からデータを取
得しています。 または、 ユーザー名とパスワードの入
力が必要です。 必要なパラ メータを使って現在の電話
機を管理する場合は、 「自動バックアップオプシ ョン
の設定」 の手順に従って ください。 この手順で問題を
解決できない場合は、 システム管理者にお問い合わせ
ください。

電話アプリケーシ ョン ： 前の項、 「基本的なト ラブルシューテ ィングチャート」
を参照して ください。

短縮ダイヤルアプリケーシ ョン : 
短縮ダイヤルボタンを使用して
ダイヤルできない

すべてのコールアピアランス （着信／発信回線） が使
用中でないかどうかを確認します。 すべての回線が使
用中の場合は、 回線が空 くのを待ってから電話をかけ
ます。

短縮ダイヤル一覧にエン ト リを
登録できない

短縮ダイヤルのエン ト リは最大で 48 までで、 これを
超える登録はできません。 少な く とも  1 つのエン ト リ
を削除してから新しいエン ト リを登録して く ださい。

コールログアプリケーシ ョン ： 
コールログエン ト リを選択した後
にダイヤルできない

すべてのコールアピアランス （着信／発信回線） が使
用中でないかどうかをチェ ックします。 すべての回線
が使用中の場合は、 回線が空 くのを待ってから電話を
かけます。

短縮ダイヤル一覧にエン ト リを
登録できない

短縮ダイヤルのエン ト リは最大で 48 までで、 これを
超える登録はできません。 少な く とも  1 つのエン ト リ
を削除してから新しいエン ト リを登録して く ださい。

このアプリケーシ ョンからのダイ
ヤリングがうま くいかない

デフォルトではな く拡張ダイヤル機能用の設定を管理
者が行う必要があります。

コールログに記録がない 停電、 ログオフ後の電話機のリスタートなど、 コール
ログが自動的にオフになる場合が少な くありません。

１の２
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IP Telephone のリセッ ト と電源のオン／オフ
ほかのト ラブルシューテ ィングの推奨手順を使用しても問題が解決されない場合、 またはシステム管理

者にリセッ トするよう助言された場合は、 IP Telephone をリセッ ト します。 

! 注意：
注意 ： 電源のオン／オフは、 システム管理者の許可があった場合、 また、 リセッ トでは問題が

解決できない場合にのみ使用します。 電源のオン／オフによって、 オプシ ョ ンや設定な

どのセーブした情報が失われることがあります。

電話機のリセッ ト

この基本的なリセッ ト手順で、 ほとんどの問題が解決されるはずです。

1. [MUTE] ボタンを押します。

2. ダイヤルパッ ドを使用して、 7 3 7 3 8 # の順にキーを押します。 

表示画面にメ ッセージ 「Reset values? * = no # = yes」 が表示されます。 

Web アクセスアプリケーシ ョ ン ： 
[Web] ソフ トキーを押しても  Web 
サイ トが表示されない

Web サーバが停止していないかどうか、 ネッ トワー
クの接続に問題がないかどうか、 またはその他のネッ
トワークの問題が発生していないかどうかを LAN 管
理者に確認します。

このアプリケーシ ョンからのダイ
ヤリングがうま くいかない

デフォルトではな く拡張ダイヤル機能用の設定を管理
者が行う必要があります。

短縮ダイヤル一覧にエン ト リを
登録できない

短縮ダイヤルのエン ト リは最大で 48 までで、 これを
超える登録はできません。 少な く とも  1 つのエン ト リ
を削除してから新しいエン ト リを登録して く ださい。

オプシ ョン : 
「IP セッテイ  ヒ ョウジ」 以外の
オプシ ョンが表示されない

ユーザーが各種オプシ ョンの設定変更をできる機能が
システム管理上オフにされています。

問題／症状 推奨する解決方法 （続き）

２の２



電話機の管理と ト ラブルシューテ ィング

86 4610SW IP Telephone リ リース 2.2 ユーザーガイド

 

3. 次のどちらかのオプシ ョンを選択します。 

4. # を押して電話機をリ スタート するか、 * を押し て電話機のリ スタート を停止し 、 前の状態に戻し
ます。 

注：

注 ： 電話機のリセッ ト／リスタートには数分間かかることがあります。 

電話機の電源のオン／オフ

電源のオン／オフは、 システム管理者の許可を受けたうえで実行します。 基本的な、 またはプログラム

されたリセッ ト手順を実行できない場合、 または実行しても問題が解決されない場合のみ電源のオン／

オフを実行します。

1. 電話機のプラグを引き抜き、 再び差し込みます。

電話機の接続が再び確立されます。 

2. 電源のオン／オフによって問題が解決されない場合は、 システム管理者は、 電話機の電源ケーブル
とイーサネッ トケーブルの両方を引き抜いてより厳密な電源のオン／オフを実行できます。

! 警告：

警告 ： ステップ 2 で説明したタイプの電源のオン／オフには特定の値の再プログラムが必要な
ため、

システム管理者以外は実行しないで ください。

目的 操作

割り当てられた値を初期
化しないで電話機をリ
セッ トする

* （アスタ リスク） を押します。 
確認トーンが聞こえ、 プロンプ ト 「Restart phone? 
* = no # = yes」 が表示されます。 

前に割り当てた （プログ
ラムされた） 値に初期化
して、 電話機をリセッ ト
する

（このオプシ ョンは、 電
話機に静的な値がプログ
ラムされている場合にの
み使用する）

# （シャープキー） を押します。 
IP Telephone が、 IP アドレスなどプログラムされた
値をデフォルト値に戻し、 サーバへの再接続を行っ
ている間は、 表示画面にメ ッセージ 「Resetting 
values」 が表示されます。 表示画面にプロンプ ト
「Restart phone? * = no # = yes」 が表示されます。 
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